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1	 取扱説明書
取扱説明書は本製品のライフサイクル全体について説明しています。

	→本説明書は操作場所の手の届く所に保管してください。

安全に関する重要な情報！
	►本説明書をよくお読みください。
	►安全注意事項、適正使用および使用条件を遵守してください。
	►本機を使用する者は本説明書をよく読んで理解する必要があります。

1.1	 表記
危険

直接的危険性についての警告。
	►遵守しない場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

警告

危険な状況に陥る可能性についての警告。
	►遵守しない場合、重傷を負う、または死亡する可能性があります。

注意

潜在的危険性についての警告。
	►遵守しない場合、軽症または中程度の傷害を負う可能性があります。

注意
物的損害についての警告。
	►遵守しない場合、製品やシステムが損傷する可能性があります。

重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を示します。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

危険を防ぐための指示のマーキング。
実行する必要のある作業手順をマークします。
結果を示します。

MENU ソフトウェアのインターフェーステキスト表示。

日本語
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1.2	 用語の定義
用語 本説明書での意味
アクチュエータ、プロセスバルブ バルブマニフォールドによって制御される空圧式機器
büS büS ― Bürkertが開発したCANopenプロトコルに基づく通信バス
EVS 外部バルブ圧遮断

バルブはバスマスタの制御信号に関係なく無電流で切り替えることができま
す。この安全志向の遮断は、個々のバルブ、バルブユニット、または全バルブブ
ロックに対して行うことができます。

製品、バルブマニフォールド バルブマニフォールドAirLINEタイプ8652
SIA仕様 安全志向の遮断のタイプ（「EVS」を参照）
空圧バルブ、プリコントロール
バルブ

バルブブロックに一体型の空圧式スライドバルブ

büSネットワークの配線に関する情報は、büS/EDIPの配線ガイドに記載されています。	
「büS/EDIPの配線ガイド」は、Bürkertホームページ country.burkert.comのタイプ8652の「取扱説明書」
領域にあります。

日本語
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2	 使用目的

バルブマニフォールドAirLINEタイプ8652は、空気圧で作動するプロセスバルブのスイッチング状態を制御部およ
び検出用に設計されています。
	►製品は必ず適切に使用してください。製品を適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよび環境に危険が
及ぶ可能性があります。
	►爆発の危険性のあるエリアでは、このエリアで承認された製品のみ使用してください。これらの製品は別の防
爆銘板によって識別されています。爆発の危険性のある場所で使用する場合は、納品に含まれている別のEx
銘板およびEx補足説明書に記載されている情報を遵守してください。
	►安全で欠陥のない操作のための前提条件は、適切な運搬、保管、取付け、設置、コミッショニング、操作および
メンテナンスです。
	►ご使用の際には、許容データ、動作条件および使用条件を遵守してください。この情報は、契約書、取扱説明書
および銘板に記載されています。
	►製品は、Bürkertが推奨する、もしくは承認する場合にのみ、他社の製品やコンポーネントと組み合わせて使用
してください。
	►屋外エリアでは、少なくとも保護等級IP 65の制御キャビネットに製品が設置されていることを確認してくだ
さい。
	►室内エリアでは、少なくとも保護等級IP 20の制御キャビネットに製品が設置されていることを確認してくだ
さい。
	►製品には機械的な負荷を与えないでください（物品置き場や踏み板としての使用など）。
	►製品は、技術的に完璧な状態でのみ使用してください。

バルブマニフォールドは、産業分野での使用を目的としています。

バルブマニフォールドは、この目的のために提供されるSIAおよびEVS機能が、対応する承認された機器（セーフ
ティリレーなど）と共に使用される場合に、生命および身体に対する危険がある用途でのみ使用することが許可
されています。

日本語
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3	 基本的な安全に関する注意事項
本取扱説明書の注意事項では、取付や運転中、メンテナンス時に発生する恐れがある偶発的な事象や不測の事態
は考慮されておりません。事業者は、現地の安全規則をスタッフに関するものも含めて遵守する責任を負います。

制御されないアクチュエータの動きおよび高圧による怪我の危険。
	►製品やシステムで作業する前に、アクチュエータの調整が適切であるか確認してください。
	►製品やシステムで作業する前に、圧力をオフにしてください。配管のエア抜きまたは排出を行ってください。

感電による負傷の危険。
	►製品や製品で作業を行う前に、必ず電源を切ってください。また予期せぬ電源投入を防止する措置を講じてく
ださい。
	►現行の電気製品に関する事故防止規則および安全規則を遵守してください。

高温の製品部品による怪我の危険。
	►製品を引火性のある物質や流体から遠ざけてください。

不適切な取付け、メンテナンス、操作による怪我の危険。
	►訓練された専門技術者のみ、設置やメンテナンス作業を行うことができます。
	►訓練された専門技術者しか製品を操作してはいけません。
	►適切な工具のみを使用して、設置やメンテナンス作業を実行してください。

制御不能や意図しないシステム/製品の起動による怪我の危険。
	►意図しない電源オンに対して製品やシステムを保護してください。
	►システムが制御されて起動していることを確認してください。

重量のある製品による怪我の危険。
運搬や取付け作業では、重量のある製品が落下して怪我をする可能性があります。
	►重量のある製品は必ず2人で運搬、取付け、および取外しを行ってください。
	►適切な補助具を使用してください。

一般的な危険状況。
怪我を防ぐために以下の点に留意してください：
	►製品は地域の規制に従って設置してください。
	►アグレッシブまたは可燃性の流体を流体接続部に注入しないでください。
	►液体を流体接続部に注入しないでください。
	►プロセスを中断した後は、制御した上で再起動してください。	
順序に注意してください。	
1.電源を供給します。	
2.�空圧を供給します（外部圧力供給では、最初に外部制御補助空気［X/12/14］、次に流体圧力［P/1］）。
	►製品を変更しないでください。
	►製品に物理的負荷をかけないでください。
	►技術上の一般規則を遵守してください。

日本語
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注意
静電気による危険がある部品およびアセンブリ。

製品には帯電した静電気（ESD）に過敏に反応する電子部品が含まれています。静電気を帯びた人員や物品との
接触はこれらの部品の損傷につながります。最悪の場合は、この部品が直ちに破壊されたり、コミッショニング後
に故障したりします。
	►急激な静電気放電による損傷の可能性を最小限に抑えるか、または回避するために、EN 61340-5-1 の要件を
満たしてください。
	►電子部品を電源電圧時に接触させないでください。

日本語
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4	 一般注意事項

4.1	 連絡先
日本
ビュルケルトジャパン株式会社 （Bürkert）	
〒112-0005 東京都 文京区 水道1-12-15 白鳥橋三笠ビル 1F	
電話番号：＋81 35804 5020	
Fax：＋81 35804 5021	
E-Mail：info.jpn@burkert.com

インターナショナル 
連絡先は印刷されたクイックスタートの最後のページに記載されています。

当社ウェブサイト（country.burkert.com）にも記載されています

4.2	 保証
保証の前提条件は、指定された使用条件に留意のうえでの製品の適正使用です。

4.3	 ウェブサイトで閲覧できる情報
Bürkert製品についての取扱説明書とデータシートは以下のインターネットサイトでご覧になれます：

country.burkert.com

日本語
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5	 製品説明
空圧式および電気的インターフェースにおいてコンパクトなモジュラー構造であるため、バルブマニフォールド
AirLINEタイプ8652は、多種多様な複雑な制御タスクを解決するのに適しています。

バルブマニフォールドの構造は、制御キャビネットでの使用に最適化されています。既に基本的な構成段階では、
アダプタープレートAirLINE Quickはバルブマニフォールドの一部です。AirLINE Quickでは、バルブマニフォール
ドを制御キャビネット壁または御キャビネット床の開口部に配置できます。また、制御キャビネット後壁への取付
けは、規格レールを介して行うこともできます。

バルブマニフォールドは、最大構成段階で最大48個のバルブ機能を使用できます。明確な操作コンセプトと明確
な表示コンセプトは、設置作業とメンテナンス作業をサポートします。テーブルタップはアルミニウム製であり、必
要とする安定性を提供します。そこに、空圧式スライドバルブや電子モジュールなどの流体エレメントが取り付け
られています。

電気接続技術は、フィールドバスゲートウェイME43を介して実行されるため、異なるフィールドバスプロトコルを
使用することができます。

	 1	 2	 3	

バルブユニット

	 4	 5	 6	

図 1：	 バルブマニフォールドタイプ8652の最大構成：ユニットあたり最大8つのバルブ機能を備えた6つのバルブ
ユニット

日本語
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5.1	 製品の構造

圧縮空気供給付きの接
続モジュール

圧縮空気供給と内臓
圧力センサー	

付きの接続モジュ
ール

フィールドバスゲートウ
ェイME43

インターフェースプレート 24 V	
モジュール遮断なし

インターフェースプレート 24 V	
モジュール遮断付き

圧縮空気供給なしの接
続モジュール

空圧スライドバルブ

アダプタープレート	
AirLINE Quick

電子モジュール

デジタル入力付き	
電子モジュール

テーブルタップ	
一式（ホットスワップ）

終端抵抗

図 2：	 バルブマニフォールド タイプ8652の構造

5.1.1	 フィールドバスゲートウェイME43
フィールドバスゲートウェイME43を介して電気接続技術が実行されるため、異なるフィールドバスプロトコルを
使用することができます。ゲートウェイは、büS/CANopenと産業用Ethernet、PROFIBUS DPV1またはCC-Link間の
フィールドバスコンバーターとして使用されます。

5.1.2	 接続モジュール
接続モジュールは、プリコントロールバルブの制御圧力の内部分布に使用されます。接続モジュール内のシール
の位置は、内部または外部の制御圧力供給に変換することができます。圧縮空気供給付き接続モジュールは、流
体圧力と制御圧力を供給するために追加で圧縮空気を供給するオプションを提供します。

圧力センサー付きの接続モジュール

このタイプの接続モジュールには内蔵圧力センサーが装備されています。圧力センサーはシステムの流体圧力を
監視し、現在の圧力をコントローラに伝えます。現在の流体圧力はバルブユニットのディスプレイによって表示さ
せることができます。

ウェブサーバー（PROFINET、EtherNet/IPまたはModbus TCP）またはソフトウェア Bürkertコミュニケーターによっ
て、最小値と最大値を警告メッセージとエラーメッセージに対して設定することができます。

日本語
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5.1.3	 インターフェースプレート

オプション： �モジュール安全志向遮断用接続

空圧バルブの24 V電源電圧

図 3：	 インターフェースプレートでバルブ電圧外部遮断を行うための接続

インターフェースプレートは、空圧式スライドバルブの電源電圧が接続される2極スプリング式端子を備えていま
す。これによって、上位コントローラ（PLC）への通信に関係なく、バルブマニフォールドのすべての空圧式スライド
バルブに対する電圧を遮断することができます。電圧がオフになっている、および遮断されている場合、バルブマ
ニフォールドのすべてのディスプレイにメッセージ「EVS active」が表示されます。

オプションで、モジュール安全志向遮断用12極スプリング式端子を備えたインターフェースプレートを装備するこ
とができます。工場出荷状態でスプリング式端子はブリッジされています。ブリッジが外されると、安全リレーへの
接続によって、モジュール安全志向遮断を行うことができます。それによって、バルブマニフォールドの他の機能に
影響を与えることなく、バルブユニットの4つすべてのバルブ位置（12ページの「図 1」を参照）が遮断されます。
電圧がオフになっている、および遮断されている場合、対応するバルブユニットのディスプレイにメッセージ「EVS 
active」が表示されます。

5.1.4	 電子モジュール
電子モジュールは、LCディスプレイを介してバルブのステータスを表示します。デジタル入力を備えた電子モジュ
ールを使用する場合、これらを介して接続された位置トランスミッターに電源供給が行われます。エラーメッセー
ジ、メンテナンス間隔、または装置ステータスに関する他の情報は、位置トランスミッターによって電子モジュール
のLCディスプレイに表示することができます。

市販の位置トランスミッター（3線式センサー、2線式センサー、機械式リミットスイッチ）が使用できます。

使用する位置トランスミッターに応じて、次のデータを出力することができます：

可能なデータ 3線式センサー 2線式センサー 機械式リミットスイッチ
位置トランスミッター作動 X X X
位置トランスミッター非
作動

X X X

短絡 X – –
断線 – X –

使用可能な位置トランスミッターの例

3線式センサー：

Bürkertタイプ8697（3線式）

2線式センサー：

Bürkertタイプ8697（2線式）

機械式リミットスイッチ：

Bürkertタイプ8697（マイクロスイッチ）

日本語
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5.1.5	 空圧式スライドバルブタイプ6534
空圧式スライドバルブの機能は、ソフトシーリングのスライド原理に基づいています。空圧式スライドバルブの個
々の技術的な値および異なる機能原理は、バルブマニフォールドタイプ8652のデータシートに記載されています
（country.burkert.comを参照）。

空圧式スライドバルブタイプ6534には手動作動が装備されています。手動作動は、バルブマニフォールドに電圧
を印加せずに機能し、バルブの手動切り替えを可能にします（「18.2」章を参照）。

手動作動は、デフォルトではスプリングリターン式でラッチされます。追加エレメント「HBロック」を使用することに
より、手動作動の機能が制限されます（純粋なスプリングリターンまたはロック）。

SIA仕様（安全志向の遮断用）

バルブ タイプ6534「SIA仕様」は、追加の接続端子を備えています。それによって、バルブの電流回路を外部スイッ
チによって遮断することが可能になります。このバルブバージョンの場合、手動作動はありません。

5.1.6	 テーブルタップ
テーブルタップは、個々のバルブの空気圧供給に使用されます。テーブルタップには、背圧バルブの有無にかかわ
らず使用できます。P遮断（ホットスワップ）を使用することにより、運転中に個々のバルブを交換することができま
す。通気ダクトの背圧バルブは、アクチュエータの意図しない切り換えを防止します（例えば、制御されていない圧
力ピークによる）。

テーブルタップは、バルブマニフォールドを規格レールに使用するか、または制御キャビネット床または制御キャ
ビネット壁面にAirLINE Quickとして直接使用するように設計されています。

5.1.7	 アダプタープレートAirLINE Quick
ステンレス鋼のアダプタープレートAirLINE Quickは、例えば、取付けに手間をかけずに衛生的な用途でのバルブ
マニフォールドの使用を可能にします。アダプタープレートは、制御キャビネット床または制御キャビネット壁に簡
単かつ安全に取付けることができます。

バルブマニフォールドが、第27ページの「7.1」章の仕様に従って制御キャビネット床または制御キャビネット壁
に正しく設置されている場合、AirLINEクイックアダプタープレートと制御キャビネットの間のインターフェースで
保護等級IP65が達成されます。

5.1.8	 終端抵抗
各バルブマニフォールドタイプ8652には、出荷時に1個の終端抵抗が含まれています（「図 2」を参照）。複数のバ
ルブマニフォールドがライン状に接続されている場合、そのライン内の最後の製品のみが終端抵抗を含むことが
できます。他の製品の終端抵抗は、製品の右側に引き出して取り外す必要があります。

日本語
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5.2	 バルブの外部安全指向遮断
バルブをバスマスタの制御信号に関係なく無電流で切り替える複数の方法があります。
	• 個別のバルブだけ
空圧スライドバルブ タイプ6534「SIA仕様」は、追加の接続端子を備えています。それによって、バルブの電流回
路を外部スイッチによって遮断することが可能になります。バルブの外部遮断は、付属するディスプレイに表示
されません。遮断はバルブの接続端子によってバルブマニフォールドの状態に関係なく行われます。
	• バルブユニットのすべてのバルブ（モジュール安全志向遮断）：
インターフェースプレートに追加で12極スプリング式端子が装備されている場合、モジュール安全志向遮断を
行うことができます。

工場出荷状態でスプリング式端子はブリッジされています。ブリッジが取り外されると、安全リレーへの接続によ
って、バルブマニフォールドのその他の機能に影響を与えることなく、バルブユニットの4つすべてのバルブ位置
が遮断されます。

バルブユニットが遮断されている場合、バルブユニットのディスプレイにメッセージ「EVS active」が表示され
ます。
	• バルブブロックのすべてのバルブ：
（2極スプリング式端子によって）バルブクラスターの電源電圧のスイッチをオフにすることで、すべてのバルブ
が直ちに無電流に切り替わります（バルブブロック内のエネルギー貯蔵システムに含まれているエネルギーは
無視できる低さです）。バルブマニフォールドのすべてのディスプレイに「EVS active」が表示されます。

最後に述べた両方の方法には、ロジック、ディスプレイ、診断が影響を受けずに続行し、使用可能であり続けるとい
う利点があります。

日本語
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6	 テクニカルデータ

6.1	 規格および指令
この製品は、関連するEU調和規制に対応しています。この製品は、英国の法律の要件にも準拠しています。

EU適合宣言/ 英国適合宣言の現行バージョンには、適合性評価手順で使用された整合規格が含まれています。

6.2	 動作条件
周囲温度 –10～＋55 °C

保管温度 –10～＋60 °C

使用高度 ULに認可されているバージョンでは、最大海抜2000 mに限定

保護等級 IP20

6.3	 空圧データ
制御流体 圧力品質 ISO 8573-1：2010、クラス7.4.4
圧力範囲 以下の章を参照： 「6.6」
接続：
圧力接続（P/1）

エア抜きポート	
（S/3、R/5）

プラグカップリングØ 10 mmまたはØ D3/8 

制御補助空気の圧力接続
（X/12/14）

制御補助空気の排気接続	
（R‘/82/84）

プラグカップリングØ 6 mmまたはØ D1/4 

作動接続部

日本語
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6.4	 電気的データ・全般
注意
	►保護クラス3 EN 61140、VDE 0140準拠の保護用超低電圧を使用してください。

定格運転モード 連続運転（100% デューティサイクル）

動作電圧 24 V   ± 10%、	
フィールドバスインターフェースでの残留リップル最大 1 Vss1

消費電流 消費電流は、バルブマニフォールドの構成に依存します。

フィールドバスインターフェースの場合、合計電流は次式に従って計算されます：
Itotal＝ Ibackgr.＋ （n x Ivalve） ＋ （m x Ipos. feedback） ＋ （k x Idisplay mod.）

Itotal： 総電流

Ibackgr.： フィールドバスシステムに依存する基本電流

PROFINET IO： 135 mA

EtherNet/IP： 135 mA

Modbus TCP： 135 mA

EtherCAT： 135 mA

CC-Link IE Field 
Basic：

135 mA

PROFIBUS DPV1： 120 mA

büS/CANopen：   70 mA

CC-Link： 120 mA

n: バルブ数	
（最大48、24のダブルバルブ2x3/2ウェイ使用時）

Ivalve： バルブの定格電流（30 mA）

m: 位置トランスミッターの数（最大48）

Ipos. feedback： フィードバックデバイスの消費電流（最大30 mA）

k: 電子モジュールの数（最大6）

Idisplay mod.： 消費電流 電子モジュール（21 mA）

1）	 UL認可バージョンは、以下のいずれかの方法で供給されなくてはいけません：	
a.「Limited Energy Circuit」（LEC）、UL/IEC 61010-1に準拠	
b.「Limited Power Source」（LPS）、UL/IEC60950に準拠	
c.UL認可済み過電流保護付きSELV/PELV、UL/IEC61010-1に準拠した設計、表18	
d.NEC-Class2アダプタ

日本語
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6.5	 デジタル入力付き電子モジュールの電気データ
モジュールの特性

診断 2線式センサーによる断線検出

3線式センサーによる短絡検出

セキュリティ 過電圧に対する保護

電気データ

電気的接続 （位置トランスミッター） 2線式センサー

3線式センサー

機械式リミットスイッチ

入力タイプ IEC 61132-2に準拠したタイプ1およびタイプ3

導体断面積 ≤1.5 mm2

最大ケーブル長さ <30 m

センサー供給（位置トランスミッター）

消費電流

電圧

8 x 最大30 mA

24 V  ± 10%

VONの入力電力 ＝ タイプ24 V DC タイプ5.8 mA

入力インピーダンス >3 kΩ

切り替えしきい値 VOFF ＝ 0～5 V

VON ＝ 10～30 V

ガルバニック分離 いいえ

日本語
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6.6	 空圧式スライドバルブタイプ6534
機能原理（WW） 2xWWC2	

通常閉（normally closed）	
2x3/2ウェイ

2xWWD	
通常開（normally open）	
2x3/2ウェイ

WWH2	
5/2ウェイ 単安定	

WWZ	
5/2ウェイ 双安定

WWL2	
5/3ウェイ ロック

WWM	
5/3ウェイ 加圧

WWN	
5/3ウェイ 通気

流量 QNn 310 lN/minまで	
（異なる機能原理の正確な流量値についてはデータシートを参照）

流体圧力3 0～10 bar

制御圧力4 3～10 bar

電力削減前後の電力 2x0.7 W/2x0.175 W 0.7 W/0.175 W 0.7 W/0.175 W

電力削減前/後の	
電流 

2x29 mA/2x≤10 mA 29 mA/≤10 mA

2）	 SIA仕様としても納品可（39ページの「8.6」章を参照）

3）	 �最大3 barの真空の圧力値では、制御圧力図を遵守し、制御補助空気の供給を「外部」に設定します（その際は、44ペー
ジの「9.1.1 内外部制御補助空気」章を遵守してください）。

4）	 �「外部制御補助空気」仕様の場合は、制御圧力図に従って制御圧力を選択します。

6.6.1	 制御圧力図

	 3	 4	 5	 6	 7	 8	 9	 10
制御圧力（Xチャンネル）［bar］

流
体
圧
力（
Pチ
ャ
ン
ネ
ル
）［
ba
r］

10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0
-1

図 4：	 空圧式スライドバルブタイプ6534の制御圧力図

日本語
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6.7	 機能原理（WW）
機能原理（WW） ISO 1219-1準拠の記号 説明
2 x WWC5 4

1        5

14
2

1        3

12
静止位置で出力2と出力4が排気されます。

2 x WWD 4

1        5

14
2

1        3

12
静止位置で出力2と出力4が換気されます。

WWH5
14

12

4      2

5     1   3

静止位置で圧力接続1と出力2が接続され、出力
4が排気されます。

WWZ

14 12
4      2

5     1   3

5/2ウェイバルブ 双安定；	
スイッチング位置に応じて、	
出力2が換気され、出力4が排気されます	
または	
出力2が排気され、出力4が換気されます。

WWZの場合*：

機能原理Z* を持つバルブでは、バルブ交換
（HotSwap）の場合に新しく使用されるバルブ
が、元のバルブの切替位置と一致していること
が、バルブマニフォールドのソフトウェアによっ
て確かめられます。

機能原理Z* を持つバルブでは、手動作動が最初
の電気接続の後に無効になります。

WWZ*

WWL5
14 12

4    2

5   1 3

静止位置で接続がロックされます。

WWM

5    1 3 

14 12
4      2 静止位置で出力2と出力4が加圧されます。

WWN
14 12

4      2

5    1 3 

静止位置で出力2と出力4が解除されます。

5）	 タイプ6534 SIA仕様（安全志向遮断用バージョン）	
オプションでタイプ6534のバルブに2つ目の電気接続（接続端子）を装備することができます。それによって、安全志向の遮断をチャンネルごとに行うことが
できます。このバルブバージョンに手動作動はありません。39ページの「8.6」の章も参照してください

日本語
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6.8	 標準銘板（例）

動作電圧、消費電流
許容周囲温度範囲
許容制御圧力範囲

Type 8652 AirLINE
3-10 bar
-10...+55°C
24V    3A
S/N 0
W14AL
12345678  

M
ad

e 
in

 G
er

m
an

y
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図 5：	 標準バルブマニフォールド タイプ8652の銘板

6.9	 銘板 UL（例）

Type 8652 AirLINE
3-10 bar
-10...+55°C
24V    3A
S/N 0
W14AL
12345678  

M
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e 
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y
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Proc. Cont. Eq
E238179

安全に関する情報について取
扱説明書を遵守してください

図 6：	 ULバルブマニフォールド タイプ8652の銘板

日本語
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6.10	 産業用Ethernetの仕様

6.10.1	 PROFINET IO

トポロジー検出 LLDP、SNMP V1、MIB2、Physical Device

最小サイクル時間 10 ms

IRT サポートなし

MRP流体冗長性 MRPクライアント（サポートあり）

その他のサポートされている機能 DCP、VLANプライオリティタギング、Shared Device

伝送速度 100 Mb/s

データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3

PROFINET IO仕様 V2.3

アプリケーションリレーションズ（AR） 製品はIO-AR（x2）、スーパーバイザーAR（x1）およびスーパーバイザー
DA-AR（x1）までを同時に処理できます。

6.10.2	 EtherNet/IP

定義済みの標準オブジェクト IDオブジェクト（0x01）

メッセージルーターオブジェクト（0x02）

アセンブリオブジェクト（0x04）

接続マネージャ（0x06）

DLRオブジェクト（0x47）

QoSオブジェクト（0x48）

TCP/IPインターフェースオブジェクト（0xF5）

Ethernetリンクオブジェクト（0xF6）

DHCP サポートあり

BOOTP サポートあり

伝送速度 10および100 Mb/s

二重モード 半二重、全二重、自動ネゴシエーション

MDIモード MDI、MDI-X、Auto-MDI-X

データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3

Address Conflict Detection（ACD） サポートあり

DLR（リングトポロジー） サポートあり

内蔵スイッチ サポートあり

CIPリセットサービス IDオブジェクトリセットサービス タイプ0とタイプ1

日本語
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6.10.3	 Modbus TCP

Modbusファンクションコード 1、2、3、4、6、15、16、23

モード メッセージモード：サーバー

伝送速度 10および100 Mb/s

データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3

6.10.4	 EtherCAT�

EthernetインターフェースX1、X2 X1：EtherCAT IN

X2：EtherCAT OUT

周期入出力データの最大数 合計512バイト

周期入力データの最大数 1024バイト

周期出力データの	
最大数

1024バイト

非周期通信（CoE） SDO

SDOマスタースレーブ

SDOスレーブ/スレーブ（マスタ容量による）

タイプ 複合スレーブ

FMMUs 8

同期マネージャ	 4

伝送速度 100 Mb/s

データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3

EtherCAT®はドイツのBeckhoff Automation GmbHによってライセンスされた登録商標及び特許技術です

6.10.5	 CC-Link IE field basic

占有ステーションの数 1～16

非周期通信 SLMPサーバー

データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3、100 Mb/s

CC-Linkインターフェース Cyclic data 61450 (UDP) 

Discovery and SLMP Server 61451（UDP） 

SLMP Communication 20000 (UDP)

日本語
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6.11	 PROFIBUS DPV1の仕様
非周期通信 DPV1クラス 1 読み取り/書き込み

DPV1クラス 1 アラーム

DPV1クラス 2 読み取り/書き込み/データ転送

伝送速度 9.6 Kb/sから12 Mb/sまでの固定値

自動検出モード（サポートあり）

送信データの最大サイズ 入力データ：244バイト

出力データ：244バイト

6.12	 CC-Linkの仕様
リモートI/Oステーション I/O Pointsのみ

リモートデバイスステーション I/Oポイントおよびワード

設定可能な占有ステーション数 1～4

設定可能な拡大サイクル数 1、2、4または8

サポートするプロトコル CC-Linkバージョン2.0

CC-Linkバージョン1.1

CC-Linkバージョン2.0

ステーションの数 最大4占有ステーション

入力データの最大数 368バイト

出力データの最大数 368バイト

入力データ 112バイト（RY）および256バイト（RWw）

出力データ 112バイト（RX）および256バイト（RWr）

拡張サイクル 1、2、4、8

伝送速度 156 Kb/s、625 Kb/s、2,500 Kb/s、5 Mb/s、10 Mb/s

CC-Linkバージョン1.1

ステーションの数 最大4占有ステーション

入力データの最大数 48バイト

出力データの最大数 48バイト

入力データ 占有ステーションごとに4バイト（RY）および8バイト（RWw）

出力データ 占有ステーションごとに4バイト（RX）および8バイト（RWr）

伝送速度 156 Kb/s、625 Kb/s、2,500 Kb/s、5 Mb/s、10 Mb/s

日本語
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7	 制御キャビネットへのバルブマニフォールド取付け
警告

不適切な取付けによる負傷の危険。
	►有資格者にのみ取付け作業を行うことができます。
	►適切なツールを使用して、取付け作業を実行してください。

注意

重量のある製品による怪我の危険。

運搬や取付け作業では、重量のある製品が落下して怪我をする可能性があります。
	►重量のある製品は必ず2人で運搬、取付け、および取外しを行ってください。
	►適切な補助具を使用してください。

バルブマニフォールドAirLINEタイプ8652は、完全に組み立てられた製品として供給されます。変更は
Bürkertによってのみ可能です。

バルブはこれから取り外して、ユーザーが同じ仕様のバルブと交換することができます。

バルブマニフォールドを制御キャビネット内に取り付ける方法は2種類あります：

1.制御キャビネット床または制御キャビネット壁面設置のAirLINE Quick

アダプタープレートAirLINE Quickはバルブマニフォールドの標準部品です。アダプタープレートAirLINE Quickで
は、バルブマニフォールドを制御キャビネット壁またはキャビネット床の開口部に配置できます。これにより、バル
ブマニフォールドの空圧接続が制御キャビネットの外部で行われます。

バルブマニフォールドが、第「7.1」章の仕様に従って制御キャビネット床または制御キャビネット壁に正しく設置
されている場合、AirLINEクイックアダプタープレートと制御キャビネットの間のインターフェースで保護等級IP65
が達成されます。

2.制御キャビネット背面設置の規格レール

規格レールを介して制御キャビネット背面へバルブマニフォールドを取り付けます。

制御キャビネット床へ
のAirLINE Quick取付

制御キャビネットへの規
格レール取付

図 7：	 制御キャビネットへのバルブマニフォールド設置オプション 

日本語
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7.1	 制御キャビネット床または制御キャビネット壁へのAirLINE Quick取付
警告

電磁波による危険。

機能アース（FE）が接続されていない場合、EMC保護の条件が満たされず、製品に誤動作が生じる可能性があり
ます。
	►大きな 断面の 短い ケーブルまたは銅片を介して制御キャビネットハウジングを機能アース（FE）に接続してく
ださい。
	►シールドされたケーブルのみ使用してください。

AirLINE Quickでの取付けには、まず最初に制御キャビネット床面または制御キャビネット壁面に開口部を設け、
固定ネジ用の穴を設ける必要があります。開口部は、レーザーまたは打ち抜きで設けます（「7.1.1 AirLINE Quickフ
ランジ界面の寸法」の章を参照）。

注意
AirLINE Quickと制御キャビネットの間のシールが損傷を防ぐために、制御キャビネットの開口部のバリは取り
除いてください。

開口部の測定時は注意してください。.
ホットスワップ機能（動作中のバルブの交換）を使用できるようにするには、制御キャビネットにバルブマニフォ
ールドを取り付ける際に、制御キャビネット前端との最小間隔を考慮する必要があります（「図 9」を参照）。最小
間隔が維持されている場合にのみ、バルブをバルブマニフォールドから前方に引き出すことができます。

m
in
.

74
,8

 制御キャビネット背面

図 8：	 制御キャビネットの背面に近い制御キャビネット床に開口部を設けます。

制御キャビネット内のバルブマニフォールドの位置によって、左右、前部、上部の最小間隔が異なります。

制御キャビネット内の位置 前部 左 右 上部 下部
制御キャビネット床への取付 60.5 mm 30 mm 50 mm 50 mm –
制御キャビネット壁右側への取付 60.5 mm 50 mm – 50 mm 30 mm
制御キャビネット壁左側への取付 60.5 mm – 50 mm 30 mm 50 mm

表 1：	 最小間隔は、バルブマニフォールドの外縁部から制御キャビネットの内縁部を指します

日本語
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Z

A
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 min. 73 

A-A (1 : 2)

取付けプレート

制御キャビネット背面と取付けプ
レートの間隔

図 9：	 ホットスワップ機能を使用できるようにするには、制御キャビネットにバルブマニフォールドを取付ける際に、
制御キャビネット前端との最小間隔を考慮する必要があります。

7.1.1	 AirLINE Quickフランジ界面の寸法

 N1 

 N2 

 7
7 

±0
,3

 

 8
9 

±0
,3

 

 5,3 ±0,2 

 M 

 R5 

nur bei o = 10

t > = 1,5 

Bürkert
Fluid Control Systems

D-74653 Ingelfingen

Version Änderungsnr. Änderungstext Datum (yyyy-mm-dd)

Maße ohne Toleranzangabe

MaterialnummerKlass-Nr.

Maßstab:

Typ

Werkstoff

Benennung

Unterlagenart

Ers.f.

SW

Blatt

1:1

1/1
A3

9000392449

 

Format

Bearbeiter

Projekt-Nr.

80665L

Dokument-Id.

F1

Rundungshalbmesser
Längenmaße

Winkelmaße

Ersteller
Name Datum (yyyy-mm-dd)

Revision

Bohrbild für Schaltschrankboden

Dok.art

DRC
Sprache

DE
Masse: 0.00

Zeichn.Nr.
Status In Arbeit

NKA

 

2017-04-26

Var.stl.: g

A
n 

di
es

er
 Z

ei
ch

nu
ng

 b
ea

ns
pr

uc
he

n 
w

ir 
Ei

ge
nt

um
s-

un
d 

Ur
he

be
rre

ch
t. 

N
ur

 m
it 

un
se

re
r Z

us
tim

m
un

g
da

rf 
sie

 v
er

vi
el

fä
lti

gt
, a

nd
er

en
 m

itg
et

ei
lt

od
er

 a
nd

er
w

ei
tig

 v
er

w
en

de
t w

er
de

n.

図 10：	 AirLINE Quickフランジ界面—寸法は表2を参照

oでのみ = 10

日本語



29

制御キャビネットへのバルブマニフォールド取付け

タイプ8652

バルブの数 M［mm］ N1［mm］ N2［mm］ 穴の数

4 85.8±0.3 66±0.3 – 4

8 129.8±0.4 37±0.3 111±0.4 8

12 173.8±0.4 77±0.3 154±0.4 10

16 244±0.4 112±0.3 224±0.4 10

20 288±0.4 134±0.3 268±0.4 10

24 332.1±0.4 156±0.3 312±0.4 10

表 2：	 AirLINE Quickフランジ界面の寸法

7.1.2	 制御キャビネットへのバルブマニフォールド取付け
	→ AirLINE Quickと制御キャビネット間のシールに損傷がないことを確認してください。

	→バルブマニフォールドを制御キャビネット内に準備した開口部に配置します。

	→M5x10ボルト（締め付けトルク2.5 Nm）で外側から固定します。

日本語
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7.2	 規格レールへの取付
警告

電磁波による危険。

機能アース（FE）が接続されていない場合、EMC保護の条件が満たされず、製品に誤動作が生じる可能性があり
ます。
	►大きな 断面の 短い ケーブルまたは銅片を介して規格レールを機能アース（FE）に接続してください。
	►シールドされたケーブルのみ使用してください。

バルブマニフォールドは上部で自由にアクセス可能でなければなりません。良好な放熱を確保してくだ
さい。

B

D

A

C

図 11：	 制御キャビネットの規格レールに取付ける際の推奨最小間隔

推薦最小間隔［mm］
A B C D
50 30 30 50

	→規格レールを制御キャビネットにしっかりと取り付けます。

	→規格レールと制御キャビネットの間に短く広いPE接続を確立します。

	→バルブマニフォールドを規格レールの上部ガイドに引っ掛けます。

	→ 2つの固定ネジでバルブマニフォールドを規格レールに固定します（締め付けトルク1.5 Nm）。

日本語
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図 12：	 規格レールのバルブマニフォールド固定ネジ

日本語
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8	 電気的接続部

注意

感電による負傷の危険。
	►製品や製品で作業を行う前に、必ず電源を切ってください。再度オンにする前に電源を確認してください。
	►現行の電気製品に関する事故防止規則および安全規則を遵守してください。

不適切な接続による怪我の危険。
	►有資格者にのみ電気接続を行うことができます。
	►適切なツールを使用して、電気接続を実行してください。

8.1	 büSネットワークの配線
büSネットワークの配線に関する情報は、büS/EDIPの配線ガイドに記載されています。	
「büS/EDIPの配線ガイド」は、Bürkertホームページ  country.burkert.comのタイプ8652の「取扱説明書」
領域にあります。

8.2	 フィールドバスゲートウェイME43

8.2.1	 CANopen/büSインターフェース付きゲートウェイ
	→割り当てに応じてスプリング式端子5ピンを接続します。	
可能なケーブル断面：≤1.5 mm2（「28 アクセサリ」章を参照）

スプリング式端子5ピンの割当て
プラグビュー 端子の色 説明

赤 供給電圧24 V 

白 CAN_H（büS接続）

緑 シールド

青 CAN_L（büS接続）

黒 GND

表 3：	 スプリング式端子5ピンの割当て 

日本語
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8.2.2	 産業用Ethernetインターフェース付きゲートウェイ
以下のプロトコルがサポートされます：
	• EtherCAT
	• EtherNet/IP
	• Modbus TCP
	• PROFINET
	• CC-Link IE field basic

	→割り当てに応じてスプリング式端子5ピンを接続します。	
可能なケーブル断面：≤1.5 mm2（「28 アクセサリ」章を参照）

	→インターフェースX1とX2のソケットにEthernetケーブルのプラグを挿入します。.
RJ45チューブコネクタのインターフェースX1とX2は同等です。

スプリング式端子5ピンの割当て
プラグビュー 端子の色 説明

赤 供給電圧24 V 

白 CAN_H（büS接続）6

緑 シールド

青 CAN_L（büS接続）6

黒 GND

表 4：	 スプリング式端子5ピンの割当て

インターフェースX1とX2の割当て

1
2
3
4
5
6
7
8

ピン RJ45のコネクタ割当て

1 TX＋

2 TX-

3 RX＋

4
不使用

5

6 RX-

7
不使用

8

図 13：	 インターフェースX1 （EtherCAT IN） と X2 （EtherCAT OUT） の割り当て、フィールドバスへの接続

6）	 複数のBürkert製品（EDIP）を使用している場合かBürkertコミュニケーターと接続されている場合のみ。

日本語
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8.2.3	 PROFIBUS DPV1インターフェース付きゲートウェイ
	→割り当てに応じてスプリング式端子5ピンを接続します。	
可能なケーブル断面：≤1.5 mm2（「28 アクセサリ」章を参照）

	→ 9ピンD-Subコネクタを割り当てに従ってPROFIBUS DPV1インターフェースに接続します。

スプリング式端子5ピンの割当て
プラグビュー 端子の色 説明

赤 供給電圧24 V 

白 CAN_H（büS接続）7

緑 シールド

青 CAN_L（büS接続）7

黒 GND

表 5：	 スプリング式端子5ピンの割当て

チューブコネクタ D-Sub、9ピンの割り当て
D-Sub、9ピン ピン 信号 機能 接続

1
26
37
48
59

1 不使用

2 不使用

3 R x D/T x D-P データラインP（B導体） 必須

4 CNTR-P 方向制御リピータ オプション

5 DGND 質量 オプション

6 VP ＋ 5 V オプション

7 不使用

8 R x D/T x D-N データラインN（A導体） 必須

9 不使用

図 14：	 PROFIBUS DPV1、チューブコネクタ D-Sub、9ピンの割り当て

7）	 複数のBürkert製品（EDIP）を使用している場合かBürkertコミュニケーターと接続されている場合のみ。

日本語
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8.2.4	 CC-Linkインターフェース付きゲートウェイ
	→割り当てに応じてスプリング式端子5ピンを接続します。	
可能なケーブル断面：≤1.5 mm2（「28 アクセサリ」章を参照）

	→ 9ピンD-Subコネクタを割り当てに従って CC-Link-インターフェースに接続します。	

スプリング式端子5ピンの割当て
プラグビュー 端子の色 説明

赤 供給電圧24 V 

白 CAN_H（büS接続）8

緑 シールド

青 CAN_L（büS接続）8

黒 GND

表 6：	 スプリング式端子5ピンの割当て

チューブコネクタ D-Sub、9ピンの割り当て
D-Sub、9ピン ピン 信号 機能 接続

1
26
37
48
59

1 不使用

2 不使用

3 DA データラインA 必須

4 DG データ質量 必須

5 不使用

6 不使用

7 不使用

8 DB データラインB 必須

9 不使用

図 15：	 CC-Link、チューブコネクタ D-Sub、9ピンの割り当て

8）	 複数のBürkert製品（EDIP）を使用している場合かBürkertコミュニケーターと接続されている場合のみ。
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8.3	 空圧バルブの24 V電源電圧
インターフェースプレートは、空圧バルブの電源電圧が接続される2極スプリング式端子を備えています。これによ
って、上位コントローラ（PLC）への通信に関係なく、バルブマニフォールドのすべての空圧バルブに対する電圧を
遮断することができます。

1
2

端子 割り当て
1、赤 AUX 24 V
2、黒 GND

図 16：	 2極スプリング式端子の割り当て

日本語
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8.4	 デジタル入力付き電子モジュール（オプション）

	→ 電源電圧をオフにします。

	→電子モジュールの割り当てに従って位置トランスミッターを接続します。	
可能なケーブル断面：≤1.5 mm2	
最大ケーブル長さ：<30 m

位置トランスミッターの電源供給（24 V）は電子モジュールによって行われます。

	→位置トランスミッターの消費電流を30 mAに制限してください！

電子モジュールデジタル入力の割り当て

3線式セ
ンサー

2線式セ
ンサー

機械式リミット
スイッチ

24 V

DI

0 V

図 17：	 電子モジュールデジタル入力の割り当て

市販の位置トランスミッター（3線式センサー、2線式センサー、機械式リミットスイッチ）が使用できます。

使用する位置トランスミッターに応じて、次のデータを出力することができます：

可能なデータ 3線式センサー 2線式センサー 機械式リミットスイッチ
位置トランスミッター作動 X X X
位置トランスミッター非
作動

X X X

短絡 X – –
断線 – X –

日本語
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8.5	 電気接続の割り当て

8.5.1	 上端位置 

1 1 1 01 0 0 1

2x3/2ウェイバルブを4個搭載したバルブユニット

上端位置	
（＝ 8つの位置トランスミッ
ター入力）

8ビット

報告されたバイナリ値：0b10010111

1 1 1 0 1 0 0 1

図 18：	 2x3/2ウェイバルブを4個搭載したバルブユニットの上端位置の例

8.5.2	 下端位置

0 1 0 11 1 0 1

2x3/2ウェイバルブを4個搭載したバルブユニット

下端位置	
（＝ 8つの位置トランスミッ
ター入力）

8ビット

報告されたバイナリ値：0b11001110

0 1 1 1 0 0 1 1

図 19：	 2x3/2ウェイバルブを4個搭載したバルブユニットの下端位置の例

8.5.3	 終端位置の変更
バルブユニット全体の値を送信するには8ビットで十分なので、終端位置の変更は5/2ウェイバルブにのみ影響し
ます。終端位置を変更すると、8つの入力が上限位置と下限位置に交互に使用されます（「図 20」を参照）。

1

1

0

1

1

0

0

0

5/2ウェイバルブを4個搭載したバルブユニット

上端位置	
（＝ 4つの位置トランスミッ
ター入力）
下端位置	
（＝ 4つの位置トランスミッ
ター入力）

8ビット

報告されたバイナリ値：0b00100111

1
（上端	
位置）

1
（下端	
位置）

1
（上端	
位置）

0
（下端	
位置）

0
（上端	
位置）

1
（下端	
位置）

0
（上端	
位置）

0
（下端	
位置）

図 20：	 4つの5/2ウェイバルブを持つバルブユニットの終端位置変更する例
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8.6	 安全志向遮断用バルブ タイプ6534、SIA仕様（オプション）
危険

アクチュエータの意図しない動きによる怪我の危険。

遮断機能がセーフティクリティカルなプロセスの制御に必要となる場合、遮断機能の障害時、アクチュエータの
安全を脅かす動きが引き起こされる恐れがあります。
	►遮断機能の正しい機能を試運転前に確認してください。

警告

電気的障害によるけがの危険および物的損害。

安全志向の遮断を行うための接続が正しく装着されていない場合、システムの制御されていない動作によるけ
がの危険があります。
	►SIA仕様の複数のバルブを使用する場合、各接続に個別の無電圧接点（機械式スイッチまたはリレー）を装着
します。どのような場合も複数の接点を相互接続しないでください！
	►接続部で電圧を供給しないでください（バルブが損傷する危険）。

鋭い縁によるけがの危険。

差し込み可能なねじ端子の接点部または接続部で、鋭い縁によって手を切る恐れがあります。
	►適切な手袋を着用してください。

安全志向遮断用バルブ タイプ6534（SIA仕様）は、追加の接続端子を備えています。それによって、バルブの電流回
路を外部スイッチによって遮断することが可能になります。このバルブバージョンの場合、手動作動はありません。

バルブ タイプ6534 SIA仕様のテクニカルデータは、標準機器のテクニカルデータと同じです。

遮断機能を使用するために、無電圧接点付き接続（機械式スイッチまたはリレー）を装着します。

コーディング

ブリッジ

黄色い接続端子は差し込み可能です。この接続端子はケーブル
を簡単に接続するために取り外すことができます。WWHを除き、
常に2つの接続端子があります。接続の取り違えが起こらないよう
に、接続端子はコーディングされています。

納品時、接続端子にはブリッジが付けられているため、バルブを
すぐに稼働させることができます。ケーブルを接続する前にブリッ
ジを取り外してください。

日本語
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接続端子： 差し込み可能なねじ端子、2極、コーディング済み	
導体断面（剛性または柔軟）0.14～1.5 mm²（AWG 28...16）

接続端子の表記： 21 → 接続端子 2、ピン 1
22 → 接続端子 2、ピン 2
41 → 接続端子 4、ピン 1
42 → 接続端子 4、ピン 2

接点の必要な遮断容量： 0.5 A/24 V DC 

接続名称 回路図

2

4

2 (+)

2 (–)

4 (+)

4 (–)

バルブの電気的
接続 無電圧接点 電磁コイル

2 (+)

24 V 

2 (–)

2
接続端子 2

21

41

22

42
4 (+)

24 V 

4 (–)

4
接続端子 4

図 21：	 機能原理Hを除くSIA仕様として使用可能なすべての機能原理の接続名称と接続図（WWH、「図 22」を参照）

接続名称 回路図

4

4 (+)

4 (–)

バルブの電気的
接続 無電圧接点 電磁コイル

4 (+)

24 V 

4 (–)

4
接続端子 4

41 42

図 22：	 SIA仕様の接続名称と接続図、機能原理H（WW H）

表記2および4は、それぞれの作動接続部への割り当てを示します。

日本語
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8.7	 モジュール安全指向遮断（オプション）
危険

アクチュエータの意図しない動きによる怪我の危険。

遮断機能「モジュール安全志向遮断」がセーフティクリティカルなプロセスの制御に必要となる場合、遮断機能
の障害時、アクチュエータの安全を脅かす動きが引き起こされる恐れがあります。
	►遮断機能の正しい機能を試運転前に確認してください。

遮断機能が有効化されていても、バルブの手動作動によってアクチュエータを動かすことができます。遮断機能
をセーフティクリティカルなプロセスを制御するために使用する場合：
	►意図せずバルブが作動してしまうことがないように、ロック可能な制御キャビネットを設置したり、追加エレメ
ント「HBロック」（84ページの「18.2.1 追加エレメント「HBロック」」章を参照）で手動作動をブロックするな
ど、適切な対策を講じてください。

警告

電気的障害によるけがの危険および物的損害。

モジュール安全志向遮断用接続が正しく装着されていない場合、システムの制御されていない動作によるけが
の危険があります。
	►複数のバルブユニットを安全志向で遮断しなければいけない場合、各接続に個別の無電圧接点（機械式スイ
ッチまたはリレー）を装着します。どのような場合も複数の接点を相互接続しないでください！
	►モジュール遮断用接続部で電圧を供給しないでください（バルブが損傷する危険）。

鋭い縁によるけがの危険。

12極スプリング式端子の接点部または接続部で、鋭い縁によって手を切る恐れがあります。
	►適切な手袋を着用してください。

オプション： �モジュール安全志向遮断用接続	
端子1 ＝ バルブユニット1、端子2 ＝ バルブユニット2、...

図 23：	 モジュール安全指向遮断用接続

モジュール安全志向遮断用インターフェースプレートには、追加で12極スプリング式端子が装備されています。
それによって、例えば「中央システム—オフ」などの機能、またはグループごとのアクチュエータ無効化を実行す
るために、バルブユニット（4つの空圧バルブ）の電流回路を外部スイッチによって遮断することができるように
なります。

遮断によって、バルブユニットのすべてのバルブ共通の供給が単極で直ちに中断されます（「図 24」を参照）。

日本語



42

電気的接続部

タイプ8652

バックプレーン
バス

電圧変換、

制御ロジックとLCD

バルブドライバー、診断

バルブ

AUX 24 V

GND

外部無電圧接点用接続「モジュ
ール安全志向遮断」

図 24：	 遮断機能「モジュール安全志向遮断」付きバルブユニットの概略図

遮断機能を使用するために、無電圧接点付き接続（機械式スイッチまたはリレー）を装着します。

接点はバルブマニフォールドと同じ制御キャビネット内になければいけません。ケーブル長さは最大2 mに制限
されています。

接続 差し込み可能なスプリング式端子*、12極	
導体断面（剛性または柔軟）0.14～1.5 mm²（AWG 26...16）

接点の必要な遮断容量 1.5 A/24 V DC 

*） �納品時、スプリング式端子にはブリッジが付けられているため、電子基本モジュールをすぐに稼働させることができます。ケーブルを接続す
る前にブリッジを取り外してください。

日本語
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9	 空圧式接続
危険

高圧による負傷の危険。
	►製品やシステムで作業する前に、アクチュエータの調整が適切であるか確認してください。
	►製品やシステムで作業する前に、圧力をオフにしてください。配管のエア抜きまたは排出を行ってください。

不適切な空圧接続による怪我の危険。
	►有資格者にのみ空圧接続を行うことができます。
	►適切なツールを使用して、空圧接続を実行してください。

注意
大きなノイズによる危険。
	►使用されていない接続をシールプラグで閉じてください（例えば5/2ウェイバルブの場合）。

推奨
	• Bürkert社のシールプラグだけを使用してください（119ページの「28 アクセサリ」章を参照）。このシー
ルプラグは実験室条件下でテストされています。その他のメーカーのプラグを使用する場合、製品の寿
命を縮める可能性があります。
	• Bürkert社の純正アクセサリだけを使用してください（119ページの「28 アクセサリ」章を参照）。

空圧用プラスチックホース
その他のメーカーのホースを使用する場合、ホース直径が公差± 0.1 mm以内にとどまることに注意して
ください。

9.1	 空圧接続の割り当て

Position of valve outputs
2x3/2 + 5/2 + 5/3 way

2
4

作動接続部2

作動接続部4

図 25：	 バルブマニフォールドの空圧接続

接続 割り当て
1～8 バルブ位置
P/1 圧力接続部
X/12/14 制御補助空気の圧力接続部
R/5

エア抜きポート
S/3
R‘/82/84 制御補助空気排気接続

図 26：	 バルブマニフォールドの接続の割り当て

日本語
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P/1	
圧力接続

X/12/14	
制御補助空気供給接続

フィルター（制御補助空気のフィルタ
リング用）

図 27：	 接続モジュールの空圧接続

9.1.1	 内外部制御補助空気
接続モジュールのシールは、出荷時にすでに取り付けられています。制御補助空気の供給を変更する必要がある
場合は、シールを回すことによって行うことができます。その際に次の注意事項は必ず遵守してください！

注意
制御補助空気と制御圧力間の内部短絡。

内部短絡を避けるために、接続モジュールのシールを同じ位置に配置する必要があります（制御補助空気の外部
または内部供給）。外部または内部供給の混合は許可されていません。
	►外部供給または内部供給はいかなる場合においても混合しないでください。

外部供給の場合、X接続は常に接続されていなければいけません。

180°

制御補助空気	
の供給	

← 外部� 内部→

図 28：	 シールを180°回すと、バルブが制御補助空気の外部または内部供給に設定されます。バルブマニフォールド内
では、供給のタイプは常に同じでなければなりません！

日本語
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9.2	 空圧接続の割り当て
4つのダブルバルブを備えたバルブユニット

BM1_Valves
ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7
バルブ1 バルブ2 バルブ3 バルブ4 バルブ5 バルブ6 バルブ7 バルブ8

空圧式接続
2 4 2 4 2 4 2 4

表 7：	 ダブルバルブのビット割り当て例

個々のバルブがバルブユニットに存在する場合、1つのシングルバルブの後、次のビットはスキップされます（次の
例を参照）。

2シングルバルブと2ダブルバルブ付きバルブユニット

BM1_Valves
2シングルバルブ 2ダブルバルブ

ビット0 ビット2 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7
バルブ1 バルブ3 バルブ5 バルブ6 バルブ7 バルブ8

空圧式接続
4 4 2 4 2 4

表 8：	 2シングルバルブと2ダブルバルブのビット割り当て例

9.2.1	 バルブマニフォールドの空圧接続へのバルブ出力割り当て

バルブタイプ 空圧式接続
バルブ出力 AirLINE Quick

2x3/2ウェイ Position of valve outputs
2x3/2 + 5/2 + 5/3 way

2
4

Position of valve outputs
2x3/2 + 5/2 + 5/3 way

2
4

5/2ウェイ
5/3ウェイ

日本語
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10	 制御環境への統合

10.1	 コミッショニングファイルとプロセスデータおよびパラメータの説明
プロジェクト管理ソフトウェアで必要とされるコミッショニングファイルは、インターネット上で入手できます。

コミッショニングファイルは以下でダウンロードできます：.
country.burkert.com → タイプ8652 → ソフトウェア → Device Description Files.zip

ZIPファイルの中には、コミッショニングファイルの説明も含まれています。

	→「01_Standard」フォルダの最新のコミッショニングファイルを使用します（例外：「10.2」章を参照）。

CANopen標準オブジェクトの説明は以下にあります。
country.burkert.com → タイプ8652→ 取扱説明書 → 「CANopenネットワーク構成」

10.2	 PLC互換性
交換製品を既存の自動化システムで使用するなどの理由から、新しい製品を古いソフトウェアバージョンのコミ
ッショニングファイルを用いて操作しなければいけない場合、PLC互換モードを変更することでこれを実行でき
ます。

現在インストールされているソフトウェアは、フィールドバスゲートウェイのディスプレイの Maintenance 
> SW Version に表示されます。

フィールドバスゲートウェイのディスプレイで互換性モードを切り替えます。
63ページの「12.4 互換性モードを切り替える」

Bürkertコミュニケーターで互換性モードを切り替えます。
74ページの「16.2.6 互換性モードを切り替える」

10.2.1	 互換性モードとコミッショニングファイル

コミッショニングファイルは以下でダウンロードできます：.
country.burkert.com → タイプ8652 → ソフトウェア → Device Description Files.zip

「Device Description Files.zip」では、「01_Standard」と「02_Extension_Modules」というサブフォルダーが各フィ
ールドバスフォルダー内にあります（l 「16.8 拡張モジュール（EM） の使用」章を参照）。

コミッショニングファイルの適切なバージョンを使用するために、それぞれのフォルダにあるリリースノートに注
意してください。

日本語
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10.2.2	 PLC互換性に関するエラーメッセージ

エラーコ
ード 説明 トラブルシューティング

51/103 マッピングファイルが存在し
ないか不適切。

	• 拡張モジュールが使用された場合、アシスタント Extension 
module settings  をもう一度実行します。	
General settings  > Parameter  > Extension module 
settings 
	• 独自のゲートウェイ構成が作成された場合、これをもう一度読
み込みます

51/400 マスターが故障しているモジ
ュール/サブモジュールの接
続を試行。

	• コミッショニングファイルのバージョンが製品に適合していま
せん（„10“および「10.2.1」章を参照）。
	• コントローラ内の設定が製品に適合していません。

日本語
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10.3	 Siemens TIAポータルによるPROFINET製品のコミッショニング
	→コミッショニングファイルをツールのハードウェアカタログにインポートします。示されている図では、バージョ
ンV2.0のコミッショニングファイルが使用されています。

	→ハードウェアカタログで製品を選択し、作業領域にドラッグ＆ドロップします。

	→ PROFINETインターフェースを製品に割り当てます。

	→作業領域で製品をダブルクリックします。これにより、製品概要が開きます。

日本語
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右側の「カタログ」メニューには、モジュールが表示されています。

	→ダブルクリックやドラッグ＆ドロップで、それぞれの差込スロットに
モジュールを割り当てます。バルブマニフォールドの実際の構造を左
から右にマッピングします。圧力測定モジュール*（利用可能な場合）
とバルブユニットを割り当てる必要があります。	
	
以下のスクリーンショットでは、例として、1つの圧力測定モジュール
と3つの後続のバルブユニットを備えたバルブ端子のモジュールが
差込スロットに割り当てられています。

*）「圧力測定モジュール」とは、圧力センサーを内蔵した接続モジュールのことです。

バルブユニット3
バルブユニット2

バルブユニット1
圧力測定モジュール

日本語
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	→次に、各バルブユニットのフィードバックソースを設定します。	
これを行うには、サブモジュールから使用されるフィードバックソースを、製品概要の対応する位置にドラッグ
します。	
製品概要では、�サブスロット1はバルブに対応し、	

サブスロット2は上端位置のフィードバックソースに対応し、	
サブスロット3は下端位置のフィードバックソースに対応します。

フィードバックソースが製品概要にドラッグされていない場合、バルブユニットのフィードバックソースは非アクテ
ィブになります。

図 29：	 この例では、1つの圧力センサーと、フィードバックソースを含む6つの接続されたバルブユニットを持つバルブ
マニフォールドの実際の構造を示しています。

	→設定を適用するために、最初の接続が確立された後、バルブマニフォールドを再起動します。

日本語



51

制御環境への統合

タイプ8652

10.4	 Siemens TIAポータルによるPROFIBUS DPV1製品のコミッショニング
	→コミッショニングファイルをツールのハードウェアカタログにインポートします。示されている図では、バージョ
ンV2.0のコミッショニングファイルが使用されています。

	→ハードウェアカタログで製品を選択し、作業領域にドラッグ＆ドロップします。

	→ PROFIBUS DPV1インターフェースを製品に割り当てます。

	→作業領域で製品をダブルクリックします。これにより、製品概要が開きます。

日本語
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右側の「カタログ」メニューには、モジュールが表示されています。

	→ダブルクリックやドラッグ＆ドロップで、それぞれの差込スロットにモジュールを割り当てます。バルブマニフォ
ールドの実際の構造を左から右にマッピングします。圧力測定モジュール（利用可能な場合）とバルブユニット
を割り当てる必要があります。	
「圧力測定モジュール」とは、圧力センサーを内蔵した接続モジュールのことです。

モジュールの割り当ての例：次のスクリーンショットでは、右のバルブマ
ニフォールドが設定されています。このバルブマニフォールドには、左か
ら右に、1つの圧力測定モジュール（Pressuremodule_1）と3つのバルブ
ユニットがあります。

この例では、バルブユニットにデジタル入力が装備されています。デジ
タル入力はアクチュエータの上端位置を報告し、下端位置はコントロー
ラを介して報告されます。

そのため、バルブユニットごとに、「ValveUnit FB up-term. down-plc」 
というモジュールが対応する差込スロットに割り当てられています	
（「表 9」も参照）。

バルブユニット3
バルブユニット2

バルブユニット1
圧力測定モジュール

	→設定を適用するために、最初の接続が確立された後、バルブマニフォールドを再起動します。

日本語



53

制御環境への統合

タイプ8652

TIAポータルのカタログのモジュール フィードバックソースの設定
ValvesUnit フィードバックソースが設定されていません
ValveUnit FB up-term. 上端位置：	

下端位置：
デジタル入力バルブマニフォールド	
は使用していません

ValveUnit FB down-term. 下端位置：	
上端位置：

デジタル入力バルブマニフォールド	
は使用していません

ValveUnit FB up/down-term. 上端/下端位置：デジタル入力バルブマニフォールド	
（終端位置変更、シングルバルブ）

ValveUnit FB up-bus 上端位置：	
下端位置：

büSネットワーク経由	
では使用されません

ValveUnit FB down-bus 下端位置：	
上端位置：

büSネットワーク経由	
では使用されません

ValveUnit FB up-plc 上端位置：	
下端位置：

PLC経由	
では使用されません

ValveUnit FB down-plc 下端位置：	
上端位置：

PLC経由	
では使用されません

ValveUnit FB up-term. down-bus 上端位置：	
下端位置：

デジタル入力バルブマニフォールド	
büSネットワーク経由

ValveUnit FB up-bus down-term. 上端位置：	
下端位置：

büSネットワークk経由	
デジタル入力バルブマニフォールド

ValveUnit FB up-term. down-plc 上端位置：	
下端位置：

デジタル入力バルブマニフォールド	
PLC経由

ValveUnit FB up-plc down-term. 上端位置：	
下端位置：

PLC経由	
デジタル入力バルブマニフォールド

ValveUnit FB up-bus down-plc 上端位置：	
下端位置：

büSネットワーク経由	
PLC経由

ValveUnit FB up-plc down-bus 上端位置：	
下端位置：

PLC経由	
büSネットワーク経由

ValveUnit FB up/down-bus 上端および下端の位置：büSネットワーク経由
ValveUnit FB up/down-plc 上端および下端の位置：PLC経由
表 9：	 TIAポータルのカタログにあるバルブユニットのモジュール

日本語
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10.5	 Rockwell Logix Designerを使用したEtherNet/IP製品のコミッショニング
	→ EDSファイルをインストールします。これを行うには、Tools メニューのEDS Hardware Installation Tool コマン
ドをクリックします。

	→開いたウィンドウで、Register an EDS file をクリックします。

	→ Controller Organizer ウィンドウで、Ethernet を右クリックし、New Module コマンドを選択します。これに
より、 Select Module Type ウィンドウが開きます。

日本語
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	→ Catalog タブで製品を選択します。
デバイスの検索を簡単にするために	
– フィルター「Buerkert Werke GmbH & Co. KG」を選択するかまたは	
– 左上の検索欄に「Airline」という用語を入力してください。

	→ Create で確定します。これにより、New Module ウィンドウが開きます。

日本語



56

制御環境への統合

タイプ8652

	→ New Module ウィンドウで Change コマンドを選択します。Module Definition ウィンドウが開きます。

	→Module Definition ウィンドウでConnections を設定します。
– 最初に使用されるバルブユニットの数、	
– �次に、圧力測定モジュールの数*（利用可能な場合）。

次のスクリーンショットでは、右のバルブマニフォールドが設定されてい
ます。このバルブマニフォールドは、3つのバルブユニットと1つの圧力
測定モジュールを備えています。

*）「圧力測定モジュール」とは、圧力センサーを内蔵した接続モジュールのことです。

バルブユニット3
バルブユニット2

バルブユニット1
圧力測定モジュール

	→ OK で確定します。

	→バルブマニフォールドの非周期値は、New Module  > Parameters ウィンドウにオンラインで表示されます。
また、フィードバックソースはここからオンラインで設定できます。フィードバックソースは、非周期的アクセス
を介した制御プログラムを介して設定することもできます。

	→フィードバックソースが変更された場合は、バルブマニフォールドを再起動します。
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10.6	 入力と出力のビット構成
バルブユニット1バルブユニット2バルブユニット3

図 30：	 バルブユニット

バルブマニフォールドは、バルブユニットに分割されています。ユニットあたり最大8バルブ（＝ 4ダブルバルブ！）
が可能です。

構成に応じて、各バルブユニットには以下のような入力および出力があります（PLCから見た場合）。

1バイト周期入力 デジタル入力バルブマニフォールドまたはbüSネットワークを介した上端位置の
フィードバック用

1バイト周期入力 デジタル入力バルブマニフォールドまたはbüSネットワークを介した下端位置の
フィードバック用

1バイト周期出力 バルブ用
1バイト周期出力 PLCを介したフィードバック上端位置用
1バイト周期出力 PLCを介したフィードバック下端位置用

個々のビットのコーディングは常に同じです。バルブユニット1は左側に、バルブユニット2は右側です。

詳しくは以下の章をご覧ください。

38ページの「8.5 電気接続の割り当て」

45ページの「9.2 空圧接続の割り当て」

10.7	 高度なゲートウェイ機能
情報 

Control mode（通信設定）および 	
Object Route Function（その他のbüSオブジェクトへのアクセス） 

は以下で確認できます：	
country.burkert.com → タイプ8652 → 取扱説明書 →「フィールドバスの説明」

日本語
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11	 ウェブサーバーによる構成
バルブマニフォールドAirLINE タイプ8652は内蔵ウェブサーバーを備えており、それによって製品を構成すること
ができます。

ウェブサーバーの使用は、以下のプロトコルに対して可能です：
	• PROFINET
	• EtherNet/IP
	• Modbus TCP
ウェブサーバー経由のアクセス用に、製品は独自IPアドレスを持っています。

11.1	 Webサーバーへの接続を確立する
複数の製品構成：	
製品は工場出荷状態で同じIPアドレスを持っているため、製品を同定できるようにするためには、ネットワ
ーク内にまだ未設定の製品が1つ以上存在してはいけません。
	►製品を順に1つずつネットワークと接続して構成します。

	→ネットワークケーブルを介してPCを製品と接続します。

	→ウェブブラウザのアドレスバーにIPアドレスを入力します。

EtherNet/IPとModbus TCPの場合、工場出荷状態での製品のIPアドレスは「192.168.0.100」です。

PROFINETの場合、IPアドレスは「000.000.000.000」にプリセットされています。この場合、まずIPアドレスを適切な
ツールを使用して与える必要があります。そうでないと、ウェブサーバーとの接続が行われません。IPアドレスは、フ
ィールドバスゲートウェイのディスプレイで設定できます。	
Parameter  > Ind.Comm. > IP settings

IPアドレスが不明な値へと変更されている場合、現在のIPアドレスをソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」内、
またはフィールドバスゲートウェイのディスプレイで読み取ることができます。

図 31：	 ウェブサーバーのビュー

日本語
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11.2	 ウェブサーバーでログインする
	→スタートページの左上にあるLogin をクリックします。

	→ユーザー名とパスワードを入力します：	 �ユーザー名：admin	
パスワード：admin

	→ Login をクリックします。

11.3	 パスワード
注意
標準パスワードに基づくセキュリティリスク

権限のない第三者がWebサーバーでログインし、システムで変更を行うことができます。
	►標準パスワードを変更します。
	►ウェブサーバーが必要ない場合は、Bürkertコミュニケーター経由のアクセスを無効化します（75ページの
「16.7」章を参照）。

以下のユーザー名とパスワードは標準で有効になっており、パスワードのリセット時に再び有効になります。

ユーザー名 admin installer advanced
標準パスワード admin admin user

すべてのユーザー名は同じ権限を持っています。

11.3.1	 パスワードを変更する
	→ウェブサーバーでログインする。

	→メニュー General settings  で新しいパスワードを入力し、確定します。

11.3.2	 機器を初期設定にリセットする
	→ Login をクリックします。

	→ログインウィンドウの右下にあるパスワードのReset をクリックします。

パスワードを実際にリセットするためには、製品で3分以内に再起動を行う必要があります。再起動は、フィールド
バスゲートウェイのディスプレイ、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」、または電圧リセットによって行うことが
できます。

11.4	 製品を検索する

複数の製品の使用時に現在ウェブサーバーで選択されている製品をローカライズするために、メニュー「製品情
報」でFind device ボタンをクリックします。

 �選択されているフィールドバスゲートウェイのステータスLEDが数秒間点滅します。

日本語
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11.5	 Bürkertコミュニケーターによるウェブサーバーへのアクセスを無効化する
工場出荷時状態でWebサーバーは有効化されています。ウェブサーバーへのアクセスは、ソフトウェア「Bürkertコ
ミュニケーター」によって無効化することができます（75ページの「16.7」章を参照）。

11.6	 ウェブサーバーで閲覧できる情報

11.6.1	 製品情報

一般 	• 表示名
	• 製品のID番号
	• 製品のシリアル番号
	• ソフトウェアID番号
	• 製品タイプ番号
	• 製造日

バージョン 	• ソフトウェアバージョン
	• ハードウェアバージョン
	• büSバージョン
	• EDSバージョン

診断 装置ステータス表示

11.6.2	 メッセージ
メッセージはタイプ、時間、メッセージテキストの順番で表示されます。

11.7	 ウェブサーバーでの設定オプション
バルブユニットの構成 	• バルブ構成

	• エラーアクション
	• エラー状態
	• スイッチングサイクルカウンター
	• フィードバックソース
	• 断線検出
	• 信号反転

アクチュエータの切替時間のモニタリング 情報は95ページの「21 切替時間のモニタリング機
能」章を参照

メンテナンス 	• チャンネルのメンテナンス
	• 空圧スライドバルブのスイッチングサイクルカウン
ターをリセットする
	• アクチュエータのスイッチングサイクルカウンターを
リセットする
	• 定期メンテナンスの日付を設定する

日本語
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バルブユニットのステータス
圧力測定の構成 	• アラーム制限

	• 内部ディスプレイでの圧力表示
	• 圧力値の周期的な出力

圧力測定の診断 測定される値の表示：
	• 現在の圧力
	• 最大圧力
	• 最小圧力

圧力測定の取付 圧力センサーの有効化/無効化

 

11.8	 産業用通信ウェブサーバー
構成 	• プロトコル

	• IP設定
情報 	• プロトコル

	• 通信ステータス
	• 一時的なIPアドレス
	• MACアドレス

プロセス値の表示 プロセス名

プロセス値

日本語
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12	 フィールドバスゲートウェイによる構成
フィールドバスゲートウェイがディスプレイと操作エレメントを備えている場合、設定をフィールドバスゲートウェ
イ経由で行うことができます。

矢印キー

メニューボタン/キー

図 32：	 フィールドバスゲートウェイME43操作エレメントの概要

12.1	 フィールドバスゲートウェイを操作する
要素 機能

 メニューボタン/
キー

	• メインメニューを開きます（2回押す） 
	• 入力を確定します

  矢印キー
	• メニュー内でスクロールします
	• 値を変更します

表 10：	 ボタン/キーの機能

12.2	 プロトコルの選択
PROFIBUS DPV1およびCC-Linkの場合、プロトコルを選択する必要はありません。これは工場出荷時にプリセット
されています。

その他すべてのプロトコルの場合：

	→ メニューキーを2回押します。

	→ Parameter  > Ind. Comm.  > Protocol 

	→お望みのプロトコルを選択し、確定します。

	→設定を  Maintenance  > Restart  > Yes  によって有効化します。

日本語



63

フィールドバスゲートウェイによる構成

タイプ8652

12.3	 PROFIBUSアドレスまたはCC-Linkアドレスを入力する
	→ メニューキーを2回押します。

	→ Parameter  > Ind. Comm. > Address  を選択します。

	→編集を メニューキーで有効化します。

	→アドレスを矢印キーで設定、確定、保存します。

Addressメニューは、PROFIBUS製品またはCC-Link製品においてのみ存在します。

12.4	 互換性モードを切り替える
互換性モードに関する情報は 46ページの「10 制御環境への統合」 章をご参照ください。

	→ メニューキーを2回押します。

	→ Parameter  > Ind. Comm.  > Comp. Mode を選択します。

	→ Specific  または利用可能な互換性モードを選択し、確定します。

12.5	 バルブ構成
ブラインドバルブが割り当てられているバルブ位置で後ほど空圧バルブが使用される場合、バルブ構成が実行さ
れます。もしくは、異なるバルブタイプのバルブが交換される場合に実行されます。

	→ メニューキーを2回押します。

	→ Parameter  > AirLINE > Valve cnf  > Module 1/2/... > Slot 1/2/... を選択します。

	→新しいバルブタイプを選択します。

	→必要であれば、このモジュールのその他のスロットを校正します。

	→このモジュール内でさらに下にスクロールし、Save  を選択します。

	→必要であれば、その他のモジュールを選択し、バルブ位置を構成します。

	→  Exit  によって一番上のメニューレベルに移動します。

	→設定を Maintenance  > Restart  > Yes  によって有効化します。

12.6	 圧力センサーを構成する
	→ メニューキーを2回押します。

	→ Parameter  > AirLINE > P.sens.conf  > Left 、Right またはMiddle 9 > Inactive またはActive を選択します。

	→  Exit  によって一番上のメニューレベルに移動します。

	→設定を Maintenance  > Restart  > Yes によって有効化します。

9）	 圧力センサー「中央」は16以上のバルブ位置を持つ構成レベルからしか存在しません 
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12.7	 ディスプレイ：コントラスト、輝度、設置位置、言語
	→  メニューキーを2回押します。

	→ Parameter  > Display を選択します。

	→変更する値を選択します。

	→編集を メニューキーで有効化します。

	→お望みの値を矢印キーによって設定します。

	→値を メニューキーによって確定します。

	→ Exit  によって一番上のメニューレベルに移動します。

	→設定を Maintenance  > Restart  > Yes  によって有効化します。

12.8	 構成プロバイダ
バルブマニフォールドがbüSネットワーク（Config-Clients）内にあるその他の製品の構成を収集し、SDカードに保
存するかどうかを設定します。

この機能は、SDカードが製品内に存在する場合にのみ可能です（SDカードは119ページの「28 アクセサリ」章を
ご参照ください）

	→ メニューキーを2回押します。

	→ Parameter  > CfgProvid. > Off またはOn を選択し、確定します。

12.9	 エラー診断
	→ メニューキーを2回押します。

	→ Diagnosis を選択し、確定します。

エラータイプとエラーコードが表示されます。エラーコードの説明は114ページの「26.5」章をご参照ください。

12.10	 バルブマニフォールドを再起動する
いくつかの設定は、バルブマニフォールドの再起動を必要とします。

	→Maintenance  > Restart  > Yes 

12.11	 工場出荷時設定にリセット
	→Maintenance  > Fact. reset  > Yes 

	ファクトリーリセットが開始します。これには数秒間かかる場合があります。
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12.12	 スイッチングサイクルカウンターのリセット
スイッチングサイクルカウンターは、バルブマニフォールド全体（プリコントロールバルブのすべてのスイッチング
サイクルカウンター）またはバルブユニット（モジュール）ごとにリセットすることができます。

	→ メニューキーを2回押します。

	→Maintenance  > Reset SCC を選択します。

	→ All SCC およびModule 1/2/... > Yes を選択します。

12.13	 製品（Config-Clients）を交換する
	→  メニューキーを2回押します。

	→Maintenance  > DevReplace を選択します。

	→元の製品のシリアル番号を選択します。

	→交換製品のシリアル番号を選択します。

	→ Do Replace 
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13	 フィールドバスゲートウェイのメニュー構造
� ro ＝ read only, rw ＝ read/write

Parameters
Ind.Comm

IP setting (産業用Ethernetの場合) rw
Address rw
Network rw
Gateway rw

Address  (PROFIBUS DPV1およびCC-Link用)
Profibus address/CC-Link address rw

Protocol  (PROFIBUSおよびCC-Link用に工場出荷時に事前設定済み) rw
Profibus
CC-Link
EtherCAT
Profinet
EthIP
Modbus
CC-Link IE

Comp. mode rw
Specific
V2.0
Comp.V1.0

BueS
Baud rate

500 Kb/s (PLCまたはBürkertコミュニケーター経由で送信可) ro
NodeID

Fixed uses rw
AirLINE

Valve conf
Module 1

Slot 1
Dummy valve rw
2x3/2 C rw
2x3/2 C SIA rw
2x3/2 D rw
5/2 H rw
5/2 H SIA rw
5/2 Z rw
5/2 Z* rw
5/3 M rw
5/3 L rw
5/3 L SIA rw
5/3 N rw

Slot 2
see Slot 1

Slot 3
see Slot 1

Slot 4
see Slot 1

P.Sens.cnf
Left

Inactive rw
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Active rw
Middle

Inactive rw
Active rw

Right
Inactive rw
Active rw

Display
Contrast rw
Brightness rw
Mounting

Reverse rw
Normal rw
Auto rw

Language
German rw
English rw

CfgProvid.
Off rw
On rw

Diagnosis
Type code タイプが「Error」の場合、エラーコードが表示されます。

エラーコードの説明：114 ページ

ro

Maintenance
Restart

No rw
Yes rw

Fact. reset
No rw
Yes rw

Reset SCC
All SCC rw
Module 1 rw

ID number ro
Serial number ro
SW Version ro
HW version ro
büS version ro
IComm Vers. ro
DevReplace

Select S/N from orig.Ger. rw
X devices rw

Select S/N of replacement device rw
X devices rw

Do Replace rw
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14	 フィールドバスゲートウェイの表示エレメント 

Display

装置ステータス表示用	
ステータスLED

産業用Ethernetへのネット
ワーク接続用	
LED

（産業用Ethernetタイプに
おいてのみ）

RJ45

Link LED.
（黄）

Link/Act LED.
（緑）

図 33：	 表示エレメントの概要

14.1	 産業用Ethernetへのネットワーク接続を表示するためのLED

LEDの状態 説明およびエラーの原因 処置

Link LED.
（黄）

アクティブ ネットワークに接続されています。 –

非アクテ
ィブ

ネットワークに接続されていません。 ケーブルを確認
してください。

Link/Act 
LED.
（緑）

アクティブ 速い点滅：上位プロトコル層（PROFINET、EtherNet/IP または
Modbus-TCP）との接続が確立されます。データが送信されます。

遅い点滅、再起動後約20秒。	
プロトコル層に接続されていません。

非アクテ
ィブ

ネットワークに接続されていません。 ケーブルを確認
してください。

表 11：	 説明：ネットワーク接続のLED
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14.2	 装置ステータス表示用LED
NAMUR NE 107に基づいて、装置ステータスを表示するLEDが色とステータスを変更します。

異なるメッセージがある場合、LEDは常に最も優先度の高いメッセージの色を示します（赤 ＝ 故障 ＝ 最高の優
先度）。

NAMURモードでの表示：

NE 107に基づいた状態表示、2006年6月12日発行

カラー カラー
コード

説明 意味

赤 5 故障、エラーま
たは障害 

製品またはその周辺機器の誤作動により、標準操作は不可能です。

オレンジ 4 機能	
制御

製品がbüSフィールドバスパティシパントを検索すると、このステータス
は数秒後に終了します。

黄 3 仕様外 製品の環境条件またはプロセス条件が指定範囲外です。

製品内診断は、製品またはプロセスプロパティの問題を示します。

データシート値を遵守することはできません。

青 2 メンテナンス要 製品は進行中の診断を通じて偏差を検出し、訂正を行いました。製品機
能が制限されています。

製品は標準動作ですが、すぐに機能が制限されます

	→製品をメンテナンスします。

緑 1 診断がアクテ
ィブ

製品にエラーが発生していません。ステータスの変更は色で表示され
ます。	
メッセージは、必要に応じて接続されたフィールドバスを介して送信さ
れます。

白 0 診断が非アクテ
ィブ

製品がオンになっています。ステータスの状態は表示されません。メッ
セージはメッセージリストにリストされていないか、または接続されて
いるフィールドバス経由で送信されます。

製品は仕様内で作動します。

表 12：	 NAMURモードでの装置ステータス表示

Bürkertコミュニケーターによって設定が行われている間、LEDが点滅します。

日本語
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15	 BÜRKERTコミュニケーターの基礎
ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」は、アプリケーション固有のパラメータの監視と快適な設定を可能にし
ます。

本ソフトウェアは、Bürkertのホームページから無料でダウンロードできます。	
ソフトウェアに加え、アクセサリとして入手可能なUSB-büSインターフェースセットが必要です（「28 アクセ
サリ」章を参照）。

本ソフトウェアの基本機能の取扱説明書は、Bürkertホームページに記載されています：	
country.burkert.com → タイプ8920

ナビゲーション領域 アプリケーション領域

製品の構成範囲

製品

有効な構成範囲の詳
細表示

インターフェースの追加	
（büSスティックで接続）

有効なユーザーレベル

図 34：	 Bürkertコミュニケーターのユーザーインターフェースの例

製品がBürkertコミュニケーターと接続されている場合、コミュニケーターのナビゲーション領域に表示されます。
各製品には構成範囲があり、それによって製品を構成します。

メニュー構造の概要は78ページの「17 Bürkertコミュニケーターのメニュー構造」章をご確認ください。

構成範囲「ユニット」

Bürkertコミュニケーターでは、バルブユニットを「ユニット」と呼びます（1バルブユニット ＝ 4つのバルブ位置を
持つ1つの電子モジュール）。

Bürkertコミュニケーターのナビゲーション領域には、バルブマニフォールドに存在するバルブユニットの数だけ
ユニットがリストアップされます。ユニットには連番が付けられています。これはバルブマニフォールド内での左か
ら右への順番に相当します。

日本語

country.burkert.com


71

Bürkertコミュニケーターの基礎

タイプ8652

15.1	 ユーザーレベル
Bürkertコミュニケーターの操作は、ユーザーレベル内で行われます。そこには3つのユーザーレベルがあり、各レ
ベルは特定の読み取り権限と特定の書き込み権限を持っています。

有効なユーザーレベルは、プログラムウィンドウの左上端にあるアイコンによって表示されます。

記号 ユーザーレベル 説明 標準パスワード
ユーザー 	• 標準ユーザー

	• 大抵の場合読み取り権限のみで、わずかな値しか変更で
きません
	• すべてのメニュー/値が表示されるわけではありません 

パスワードなし

拡張ユーザー 	• 特定の値を変更できます
	• 簡単にキャリブレーションを行うことができます
	• すべてのメニュー/値が表示されるわけではありません

5678

インストーラー 	• Bürkertコミュニケーターを操作するためのすべての権
限を持っています
	• すべてのメニュー/値が表示されます

1946

表 13：	 ユーザーレベル、上から下にランク上昇

15.1.1	 ユーザーレベルの変更
	→プログラムウィンドウの左上端にあるユーザーレベルアイコンをクリックします。	
User password ウィンドウが表示されます。

	→入力欄にお望みのユーザーレベルのパスワードを入力します。	
標準パスワードは「表 13」に記載されています。

15.1.2	 パスワードを変更する
必要なユーザーレベル：「インストーラー」

Options  > Password manager...

	→必要に応じて、インストーラーパスワードを入力します。	
Change user password ウィンドウが表示されます。

	→お望みのパスワードを入力します。

Password manager によって、パスワードを再び標準設定にリセットすることもできます。

15.1.3	 ユーザーパスワードを無効化する
必要なユーザーレベル：「インストーラー」

Options  > Password manager...

	→必要に応じて、インストーラーパスワードを入力します。	
Change user password ウィンドウが表示されます。

	→お望みのユーザーレベルでパスワードをDisable します。

ユーザーパスワード プログラム起動時に有効なユーザーレベル
ユーザーパスワードが無効化されていない ユーザー
「拡張ユーザー」が無効化されている 拡張ユーザー
「インストーラー」が無効化されている インストーラー
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15.2	 製品をBürkertコミュニケーターと接続する
	→ BürkertコミュニケーターをPCにインストールします。

	→終端抵抗（büSスティック上、製品上または外付け終端抵抗）を設定します。

	→ USB-büSインターフェースセットを使用して、製品とPC間の接続を確立します。

	→ Bürkertコミュニケーターを起動します。

	→メニューバーのアイコン （Add interface ）をクリックします。

	→ büS stick を選択します。

	→ Finish 

 �製品とBürkertコミュニケーターの間の接続は確立されています。製品はナビゲーション領域に表示されます。

設定がBürkertコミュニケーターで行われている間、フィールドバスゲートウェイのディスプレイで装置ス
テータスの表示用LEDが点滅します。

日本語
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16	 BÜRKERTコミュニケーターによる構成
メニューがない、または設定できない場合：

	→バージョンとアクティブユーザーレベルを確認してください（71ページの「15.1 ユーザーレベル」章を
参照）。一部のビュー/設定は、適切な権限がないと利用できません。

16.1	 バルブマニフォールドの基本設定
このメニューでは、バルブユニットに関する設定（バルブ構成、トラブルシューティング、またはフィードバックソー
スなど）を、アシスタントを介して行います。

General settings  > Parameter  > Setup 

 �アシスタントが製品の基本設定を案内します。

16.2	 産業用通信の基本設定
使用されているプロトコル (Protocol name）は、Bürkertコミュニケーターの構成範囲で表示されます。このメニ
ューによって、パラメータ、診断、およびメンテナンスに関するプロトコル固有の設定を入力することができます。

16.2.1	 セットアップウィザードを開始する
セットアップウィザードによってプロトコル固有の設定を行い、正しいかどうかを確認することができます。セット
アップウィザードは産業用Ethernetプロトコルにおいてのみ利用可能です。

(Protocol name) > Parameter > (Protocol name) settings  > IP Parameter settings 

16.2.2	 Change protocol
産業用Ethernetインターフェースを持つ製品では、プロトコルを切り替えることができます。PROFIBUSインターフ
ェースまたはCC-Linkインターフェースを備えた製品の場合、フィールドバスプロトコルは工場出荷時にプリセット
されており、切り替えることはできません。

(Protocol name） > Parameter  > Change protocol 

	→右側のドロップダウン・メニューでプロトコルを選択します。

	→製品を再起動します。

16.2.3	 フィールドバスゲートウェイの構成
フィールドバスを構成するには、まず適切なプロジェクト管理ツール（例えばTIA-Portal、RSLogix）で製品記述ファ
イルを読み込む必要があります。続いて、 (Protocol name）の構成範囲で対応するプロトコル固有の設定を行う
ことができます。

ゲートウェイ構成の説明は、フィールドバスゲートウェイタイプME43に関する取扱説明書でご確認いただ
けます：country.burkert.com。

追加のbüS製品をバルブマニフォールドに接続し、これを介してコントローラと接続しなければいけない場合、バ
ルブマニフォールドをゲートウェイとして構成することもできます。

注意！それによって新しい製品記述ファイルが生成され、Profinetアラームなどの機能またはバルブマニフォール
ドの一般的に非周期的なデータが、コントローラに対してアクセス不可になります。この理由から、この機能は条
件付きでのみ推奨されます。
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16.2.4	 PROFIBUSアドレスの入力
PROFIBUS > Parameter  > PROFIBUS Settings  > PROFIBUS Address 

	→アドレスを入力します。有効なアドレス：0～126（工場出荷時設定の値：3）	
アドレスが有効範囲外の場合、製品はエラーメッセージを出します。

16.2.5	 CC-Linkアドレスを入力します
CC-Link  > Parameter  > CC-Link Settings  > CC-Link Address 

	→アドレスを入力します。有効アドレス：1～64（工場出荷時設定の値：64）

16.2.6	 互換性モードを切り替える
互換性モードに関する情報は 46ページの「10」章をご参照ください。

(Protocol name） > Parameter  > PLC Connection Compatibility 

	→アシスタントを介して、ドロップダウン・メニューで製品に必要なコミッショニングファイルのバージョンを選択
します。

16.2.7	 現在のIPアドレスを読み取る
IPアドレスが不明な値へと変更されている場合、現在のIPアドレスをBürkertコミュニケーター内で読み取ることが
できます。

(Protocol name) > Parameter  > (Protocol name) settings 

16.2.8	 産業用Ethernetプロトコルの設定
(Protocol name) > Parameter   > Protocol settings  

Protocol EtherCAT PROFINET EtherNet/IP Modbus TCP
Static IP address – X X X
Network mask – X X X
Standard gateway – X X X
Temporary IP address – X X –
DNS-compatible name 	
（指定された名前に特殊文字

_（ ）/＼ * は使用できません）

– X – –

初期設定：

Protocol EtherCAT PROFINET EtherNet/IP Modbus TCP
Default IP address

–
000.000.0.000 192.168.0.100 192.168.0.100

Default name AirLINE-8652 – –

日本語
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16.3	 CANopen/büSの基本設定
CANopen / büS通信を備えた製品では、バスモード「CANopen」が工場出荷時でプリセットされています。

16.3.1	 バスモードを切り替える
Bürkertコミュニケーターによって、バスモードを「büS」に切り替えることができます。

General settings  > Parameter  > büS  > Advanced  > Bus mode 

	→右側のドロップダウン・メニューでバスモードを選択します。

16.4	 機器を工場出荷時設定にリセットする
Maintenance  > Reset device  > Reset to factory settings 

16.5	 製品を再起動する
いくつかの設定は、バルブマニフォールドの再起動を必要とします。

Maintenance  > Reset device  > Restart 

16.6	 切替時間のモニタリングを開始する
プロセスバルブの切替時間の監視。詳しい情報は95ページの「21 切替時間のモニタリング機能」章を参照。

Unit X  > Actuator switching time  > Measurement 

 �アシスタントがアクチュエータ ランタイムの測定を開始します。

16.7	 ウェブサーバーへのアクセスを無効化する
バルブマニフォールドは内蔵ウェブサーバーを備えており、それによって製品を構成することができます。工場出
荷時状態でWebサーバーは有効化されています。ウェブサーバーへのアクセスは、Bürkertコミュニケーターによ
って無効化することができます。

Web server  > Parameter  > Activate web server 

58ページの「11」章も参照。
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16.8	 拡張モジュール（EM） の使用
この機能は下位互換性の理由から存在しており、新しい機能を含んでいません。

その他の製品をコントローラと接続するための説明は、フィールドバスゲートウェイタイプME43に関する
取扱説明書でご確認いただけます：country.burkert.com。

拡張モジュールは、フィールドバス接続付きのバルブマニフォールドに取り付けられています。それにより、フィー
ルドバス接続のない別のバルブマニフォールドをこのバルブマニフォールドを介して作動させることができます。

1拡張モジュールは1バルブユニット（4バルブと1電子モジュール）に対応します。

フィールドバス

büS

PLC

バルブマニフォールド1.
büS接続とフィールドバス

接続付き

バルブマニフォールド2.
büS接続のみ

バルブマニフォールド3.
büS接続のみ

バルブマニフォールド4.
büS接続のみ

図 35：	 拡張モジュールを備えたバスシステムの概略構造

16.8.1	 フィールドバスの構成
バルブマニフォールドを拡張モジュールで操作する場合は、対応するコミッショニングファイルを使用する必要が
あります。これらのコミッショニングファイルには、非周期的なオブジェクトは含まれません。拡張モジュール付き
バルブマニフォールドの構成は、Bürkertコミュニケーターを使用して行う必要があります。

それぞれのプロジェクト管理ソフトウェアで必要とされるコミッショニングファイル（EDSファイル、GSDファイ
ル、GSDMLファイル等）は、インターネット上で入手できます。

コミッショニングファイルは以下でダウンロードできます：.
country.burkert.com → タイプ8652 → ソフトウェア → Device Description Files.zip

ダウンロード可能な各プロトコルのコミッショニングファイルには2種類のタイプがあります。そのタイプ
は、バルブマニフォールドが拡張モジュールで作動するか否かに違いがあります。

拡張モジュールを備えたバルブマニフォールドのコミッショニングファイルは、ファイル名に「EM」が付いてい
ます。

コミッショニングファイルのインストールでの注意事項については、使用しているプロジェクト管理ソフトウェアの
ドキュメントを参照してください。
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16.8.2	 拡張モジュール付きバルブマニフォールドの構成
General settings  > Parameter  >  Extension module settings   

アシスタントが設定をガイドします。

	→ Finish 

 �再起動します。9つの拡張モジュールが利用可能です。

16.8.3	 büSネットワークの構成
	→ – büS  をナビゲーション領域で選択し、詳細ビューNetwork Configuration を有効化します。

valve island 1

Unit 1

valve inlet

Valve outlet

Unit 2

valve inlet

Valve outlet

Industrial communication

EM1_Valves

EM1_ExtFeedb.Up

EM1_ExtFeedb.Down

EM1_ValvesState

EM1_FeedbacksUp

EM1_FeedbacksDown
...

valve island 2

Unit 1

valve inlet

Valve outlet

Unit 2

valve inlet

Valve outlet

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

図 36：	 詳細ビュー「ネットワーク構成」のbüSネットワーク構成

ネットワークの構成は2通りの方法で行うことができます：

1.ドラッグ＆ドロップ

	→ドラッグ＆ドロップで入力と出力を接続します。
（互換性のある接続点は青色で強調表示されます。破線の接続は、まだ製品間のアクティブな接続を確立して
いません。）

2.選択リスト
	→各入力の前にある＋をクリックします。	
可能な接続が選択リストとして提供されます。

	→希望する接続をクリックします。接続は自動的に作成されます。

両方のタイプの場合：

	→すべての接続が確立されたら、Apply changes を選択します。

構成されたすべての製品の再起動が実行されます。

 büSネットワークが構成されました。
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17	 BÜRKERTコミュニケーターのメニュー構造
Bürkertコミュニケーターの操作は、ユーザーレベル内で行われます。そこには3つのユーザーレベルがあ
り、各レベルは特定の読み取り権限と特定の書き込み権限を持っています。

71ページの「ユーザーレベル」章も参照。

� ro ＝ read only, rw ＝ read/write

Configuration section „Unit”
Parameters

Valve configuration rw rw rw
Fault handling rw rw rw
Diagnostics rw rw rw
Position feedback sensor rw rw rw
Switching time monitoring

Measurement rw rw rw
Settings rw rw rw

Diagnostics
Channel maintenance ro ro ro
Channel fault ro ro ro

Maintenance
Actuator rw rw rw
Pilot valve rw rw rw
Routine maintenance rw rw rw

Configuration area „(protocol name)“
Parameters

(Protocol name) settings
（PROFIBUS DPV1） PROFIBUS address rw ro ro

Set baud rate rw ro ro
Current baud rate (ボーレート「Auto」が書き込み可能である場合に表示される)
Advanced settings

Internal cycle time rw ro ro
Control mode settings rw – –
Firmware update protocol rw – –

（CC-Link） Address rw ro ro
Transmission speed rw ro ro
Number of stations ro – –
Number of cycles ro – –
CC-Link Version ro – –
Advanced settings

Internal cycle time rw ro ro
Control mode settings rw – –
Firmware update protocol rw – –

（EtherCAT） Start setup wizard rw – –
Station alias rw ro ro
MAC address ro ro ro
Advanced settings

Internal cycle time rw ro ro
Control mode settings rw – –
Firmware update protocol rw – –

（PROFINET） Start setup wizard rw – –
IP parameter settings rw – –
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Configuration area „(protocol name)“
DNS compatible name rw ro ro
Static IP address rw ro ro
Network interface rw ro ro
Standard gateway rw ro ro
Temporary IP address rw ro ro
MAC address ro ro ro
Advanced settings

Alarm settings rw ro ro
Internal cycle time rw ro ro
Control mode settings rw – –
Firmware update protocol rw – –

（EtherNet/IP） IP parameter settings rw – –
IP settings rw ro ro
Static IP address rw ro ro
Network interface rw ro ro
Standard gateway rw ro ro
Temporary IP address rw ro ro
MAC address ro ro ro
Advanced settings

Internal cycle time rw ro ro
Control mode settings rw – –
Firmware update protocol rw – –

（Modbus TCP） Start setup wizard rw – –
IP parameter settings
Static IP address rw ro ro
Network mask rw ro ro
Standard gateway rw ro ro
MAC address ro ro ro
Advanced settings

Internal cycle time rw ro ro
Communication Timeout rw ro ro
Control mode settings rw – –
Firmware update protocol rw – –

（CC-Link IE field basic） Start setup wizard rw – –
IP parameter settings
Static IP address rw ro ro
Network mask rw ro ro
Standard gateway rw ro ro
MAC address ro ro ro
Advanced settings

Internal cycle time rw ro ro
Control mode settings rw – –
Firmware update protocol rw – –

Gateway configuration
Download a gateway configuration file rw – –
Create a gateway configuration rw – –

Hide process values
Edit hide objects rw – –
Reset hidd objects rw – –

Change protocol rw – –
Protocol rw – –

PLC connection compatibility
を選択します:	
Start-up file Version V01 または Version V02

rw ro ro

日本語
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Configuration area „(protocol name)“
Diagnostics

Protocol ro ro ro
Communication status ro ro ro
Control mode settings ro ro ro
Connections to PLC ro ro ro
Used internal cycle time ro ro ro
Advanced

Last status code ro – –
Maintenance

Version numbers
Stack Name ro ro ro
Stack Version ro ro ro
Stack Build ro ro ro
Stack Revision ro ro ro
Stack Date ro ro ro
ICom Version ro ro ro

Hardware reset rw – –

„Web server“ configuration area
Parameters

Activate web server ro – –

„Pressure measurement“ configuration area
Parameters

Left/middle/right pressure sensor
Alarm limits

Maximum pressure ro ro ro
Error high rw ro ro
Error low rw ro ro
Warning high rw ro ro
Warning low rw ro ro
Hysteresis rw ro ro
Enter fault state rw ro ro

Presentation
Display number rw rw rw
UNIT rw rw rw

Cyclic output active rw ro ro
Diagnostics

Left/middle/right pressure sensor
Status of pressure infeed
Pressure ro ro ro
Maximum pressure ro ro ro
Minimal pressure ro ro ro
Reset min./max. values rw rw ro
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Configuration section „General settings“
Parameters

Status LED
Operation mode rw ro ro
Colour  (「Fixed colour」モードが有効である場合にのみメニューが表示さ
れます）

rw ro ro

büS
Displayed name rw rw ro
Location rw ro ro
Description rw ro ro
Advanced

Unique device name rw ro ro
Baud rate rw ro ro
Fixed CANopen address rw ro ro
CANopen address ro ro ro
Bus mode rw ro ro

メニューはバスモード「CANopen」が選択されている場合にのみ表示されます。CANopen status rw ro ro
メニューはバスモード「büS」が選択されている場合にのみ表示されます。Show errors from büS 

partners
rw ro ro

Deallocation delay rw ro ro
Alarm limits

Supply voltage
Error low ro ro ro
Error high ro ro ro
Hysteresis ro ro ro

Device temperature
Error low ro ro ro
Error high ro ro ro
Hysteresis ro ro ro

Warning battery voltage below ro ro ro
Diagnostics rw ro ro
PDO configuration rw rw rw
Demo mode rw – –
Configuration provider

Status rw ro ro
Remove client configurations rw ro ro
Force reconfiguration of all device rw ro ro
Ignore offline clients rw ro ro

Display
Brightness rw rw ro
Contrast rw rw ro
Fieldbus gateway installation position rw rw ro
Screensaver

Delay rw rw ro
Brightness rw rw ro

Language (German/
English)

rw rw ro

Reinitialization rw – –
Setup rw – –
Configuration of pressure sensors rw
Extension module settings rw – –

Diagnostics
Device status

Operating duration ro ro ro
Operating duration since last boot ro ro ro
Device temperature ro ro ro
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Configuration section „General settings“
Supply voltage ro ro ro
Voltage drops ro ro ro
Min./Max. values ro ro ro

Min. temperature ro ro ro
Max. temperature ro ro ro
Min. Supply voltage ro ro ro
Max. Supply voltage ro ro ro

Device boot counter ro ro ro
Transferable memory status ro ro ro
Current system time ro ro ro
Battery voltage ro ro ro

büS status
Receive errors ro ro ro
Receive errors max. ro ro ro
Transmit errors ro ro ro
Transmit errors max. ro ro ro
Reset error counter rw ro ro
CANopen status ro ro ro

Logbook ro ro ro
Configuration provider

Status ro ro ro
Managed clients ro ro ro
– Thereof number of offline configurations rw rw rw
– Thereof number of forced reconfigurations rw rw rw
Reconfigured clients rw rw ro
Loaded client configurations rw rw ro
Missing clients rw rw ro
Failed configuration loads rw rw ro
Failed reconfigurations rw rw ro
Managed clients ro ro ro

Maintenance
Device information

Displayed name ro ro ro
ID number ro ro ro
Serial number ro ro ro
Software ident. number ro ro ro
Software version ro ro ro
büS version ro ro ro
Hardware version ro ro ro
Product type number ro ro ro
Manufacture date ro ro ro
EDS version ro ro ro
Device driver

Driver Version ro ro ro
Firmware group ro ro ro
DLL-Version ro ro ro
Origin ro ro ro

Reset device
Restart rw ro ro
Factory reset rw ro ro

日本語
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18	 試運転

18.1	 安全注意事項
警告

不適切な操作による怪我の危険。
不適切な操作により、負傷ならびに製品、およびその周囲環境への損害につながる恐れがあります。
	►コミッショニング前に、作業員が取扱説明書の内容を把握し、完全に理解していることを確認してください。
	►安全注意事項と適正使用に関する情報を遵守してください。
	►訓練された専門技術者にのみ製品を操作することができます。

注意
制御補助空気と制御圧力間の内部短絡。

内部短絡を避けるために、接続モジュールのシールを同じ位置に配置する必要があります（制御補助空気の外部
または内部供給）。外部または内部供給の混合は許可されていません。
	►コミッショニングの前に、接続モジュールのシールがすべて同じ位置にあることを確認してください（内部また
は外部、44ページの「図 28」を参照）。

18.2	 手動作動によるコミッショニング
手動作動は製品とシステムのコミッショニングに適しています。手動作動は、バルブマニフォールドに電圧を印加
せずに機能し、バルブの手動切り替えを可能にします。

バルブの機能原理（WW）に応じて、異なる手動作動が表記されています：

WW C、WW Z、WW H （WW Hでは1最終位置回路基板標準レール操作流体圧つの手動作動のみ）：
表記 切り替えられた手動作動の作用
12 供給チャンネル1が作動接続部2と接続される
14 供給チャンネル1が作動接続部4と接続される

WW D：
表記 切り替えられた手動作動の作用
10（12） 供給チャンネル1と作動接続部2の接続が中断
10（14） 供給チャンネル1と作動接続部4の接続が中断

手動作動 切り替
えされていない

手動作動 切り替
えされている

図 37：	 バルブの手動作動
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手動作動は、デフォルトではスプリングリターン式でラッチされます。

スプリングリターン：	
スライド機構が最初の抵抗に動かされるとと、手動操作は解放後に切り替えされていない状態に戻ります。

ロック：	
抵抗が上回ると、手動操作は解放後も切り替わった状態に留まります。ロックポイントを手動で押し戻ることによ
り、手動作動が切り替えされていない状態になります。

18.2.1	 追加エレメント「HBロック」

180°

手動作動	
のロック、スプリングリタ

ーンのみ

手動作動	
のロック、ロック済み

図 38：	 追加エレメント「HBロック」

追加エレメント「HBロック」は、手動作動を制限することができます。

クリップされた追加エレメントの回転位置（0°または180°回転）に応じてのみ、手動作動はスプリングリターンまた
はロックされます。

追加の要素はアクセサリとして利用可能です（121ページの「その他のアクセサリ」を参照）。

18.3	 バルブ位置の識別表示
バルブマニフォールドの納品範囲には、マルチカードフォーマットの識別表示が含まれています：

識別プレート ESG 5/10 MC NE WS

個々の識別プレートはキャリアフレームに結合されており、標準化された産業用プリンタ（Weidmüller社等）がこ
の結合形式で表記することができます。印刷後、識別プレートをキャリアフレームから外し、バルブにクリップ留め
することができます。

図 39：	 マルチカードフォーマットの識別プレートでのバルブ位置識別：印刷後、識別プレートをキャリアフレームから
外し、バルブにクリップ留めすることができます。

日本語
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19	 ディスプレイ表示
メッセージ用のLCディスプレイ	

（情報、警告、エラー）

図 40：	 電子モジュールのディスプレイエレメント

電子モジュールには、状態表示用のLCディスプレイが装備されています。ディスプレイには、必要に応じた出力の
エラー状態と切り替え位置がグラフィックで表示されます。モジュールの構成に応じて、以下の追加情報等を表示
することができます

– 出力に割り当てられたアクチュエータの位置、

発生したメッセージ（情報、警告、エラー）は、LCディスプレイにテキストとして表示されます。テキストメッセージ
は、チャンネル状態のグラフィック表示と共に周期的な変化で表示されます。

19.1	 ディスプレイ表示の説明

4バルブ位置のディスプレイビュー	
（例えば5/2ウェイバルブ）

4バルブ位置のディスプレイビュー	
（ダブルバルブ、例えば2x3/2ウェイバルブ）

ディスプレイ混合ビュー（バブルバルブとシングルバルブ）

バルブ1作動

バルブ1作動、
フィードバック：「上端位置に到達」

バルブ1作動、
フィードバック：「下の終端位置に到達」

バルブ1＋2、1つのバルブ位置毎	
バルブ3＋4、1つの空き位置毎（ブラインドバルブ）

日本語
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Short Circuit
DI  2

メッセージ1

メッセージ2

メッセージ1/メッセージ2を交互に： 上部フィードバックユニットの入
力2の短絡

可能なその他の	
メッセージの例：

Short Circuit
DI  2～4

下部フィードバックユニットの入
力2～4の短絡

Wire Break
DI  2

メッセージ1

メッセージ2

メッセージ1/メッセージ2を交互に： 上部フィードバックユニットの入
力2の断線

可能なその他の	
メッセージの例：

Wire Break
DI  2～4

下部フィードバックユニットの入
力2～4の断線

メッセージ1

メッセージ2

メッセージ1/メッセージ2を交互に：

Pilot SCC Limit
Ch.1

プリコントロールバルブ1のメン
テナンス制限に到達

可能なその他の	
メッセージの例：

Act.SCC Limit.
Ch.1

アクチュエータ1のメンテナンス
制限に到達

メッセージ1/メッセージ2を交互に：

EVS Active

メッセージ1

メッセージ2

外部バルブ圧遮断がこのバルブユニットに対して実行されます。
ロジック、ディスプレイ、診断は、それに影響を受けずにそのまま動
作し、使用可能なままです。

メッセージ1/メッセージ2を交互に：

Pressure	
6.50 bar

メッセージ1

メッセージ2

接続モジュールに内蔵圧力センサーが装備されている場合、現在の
流体圧力をディスプレイに表示することができます（ウェブサーバー
またはソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」によって有効化する
ことができます）。

日本語
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メッセージ1

メッセージ2

メッセージ1/メッセージ2を交互に：

Act. Sw. Time	
Act. 1

アクチュエータ1の下端位置の切替時間が超過しました（95ペー
ジの「21 切替時間のモニタリング機能」も参照）。

日本語
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20	 バルブマニフォールドと外部DIモジュールを組み合わせる
バルブマニフォールドで使用可能なデジタル入力（DI）の数が不十分な場合、またはバルブマニフォールドにDIが
ない場合は、外部DIモジュールをフィードバックソースとして追加できます。

外部DIモジュールには、例えば、タイプME44の8DIモジュールやタイプME64の16DIモジュールがあります。

バルブマニフォールドのコミッショニングファイルには、すでに外部DIモジュールの設定が含まれています。

コミッショニングファイルは以下でダウンロードできます：.
country.burkert.com → タイプ8652 → ソフトウェア → Device Description Files.zip

必要な手順：

1.	 自動化ソフトウェアでフィードバックソースを割り当てます（「20.1」を参照）。

2.	 Bürkertコミュニケーターでフィードバックソースを割り当てます（「20.2」を参照）。

3.	 Bürkertコミュニケーターでネットワーク構成を行います（「20.3」を参照）。

4.	 Bürkertコミュニケーターのエラーメッセージのディスプレイを設定します（「20.4」を参照）。

これらの設定は、バルブユニットごとに個別に行う必要があります。

または、アシスタントを介した必要な手順：
各バルブユニットの設定が同じである場合は、Bürkertコミュニケーターのアシスタントを使用することをお勧めし
ます。手順は「20.5 アシスタントによる外部DIモジュールを設定する」章 にて説明がなされています。

20.1	 自動化ソフトウェアでフィードバックソースを割り当てます
注意
PROFIBUSおよびPROFINETを使用すると、自動化ソフトウェアの設定がBürkertコミュニケーターの設定を上書
きします。
	►両方のプログラムの設定が同じであることを確認してください。

外部DIモジュールの場合、フィードバックソースは常に「büS」または「büSネットワーク」です。

自動化ソフトウェアを使用したコミッショニングについては、46ページの「10 制御環境への統合」章を参照して
ください。

20.2	 Bürkertコミュニケーターでフィードバックソースを割り当てる
フィードバックソースは、各バルブユニットに個別に割り当てる必要があります。

バルブマニフォールド構成範囲 ：

ユーザーレベル：インストーラー

	→ Unit を選択します。
	→ Parameter  > Position feedback sensor で、上端位置と下端位置のソースを選択します。

日本語
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20.3	 Bürkertコミュニケーターでネットワーク構成
本章では、バルブマニフォールド/DIモジュールの組み合わせの構成について、3つの例を挙げて説明します。

ネットワーク構成はどこで行うのですか？

ユーザーレベル：インストーラー

	→構成範囲でbüSインターフェース をクリックします。

	→作業領域の「ネットワーク構成」タブを選択します。

büSインターフェース

20.3.1	 例1：8DIモジュールME44の組み合わせた6つのバルブユニットと6つの内部DIモジュ
ールを備えたバルブマニフォールド

バルブユニットごとに最大2つのDIモジュール（それぞれ8つのDI）が可能です。6つのバルブユニットと6つの内部
DIモジュールを備えたバルブマニフォールドの場合、最大6つの外部8DIモジュールを使用できます。

フィールドバス

6つのバルブユニットを備えたバルブマニフ
ォールド

6 x 内部DIモジュール

制御キャビネット

1 x フィールドバスゲートウェイ ME43（CANopen/büS）

6x8DIモジュール タイプME44（＝ 48 DIs）

内部バス（CANopen/büS）

バルブマニフォールド ＋ 8DIモジュール 
ME44 ＝ 1 フィールドバス製品

日本語
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Bürkertコミュニケーターの例1のネットワーク構成：

この例では、以下のフィードバックソースが割り当てられています。	
上端位置	「外部DIモジュール（büS）」	
下端位置	「統合DIモジュール」

上端および下端位置へのフィードバックソースの割り当ては任意です。

上のラインは、ME44-DIのステー
タスを表しています。

下のラインは、バルブマニフォールド
DIのステータスを表しています。

	→ME44-DIをフィードバック入力に接続します。
	→すべての接続が確立されたら、Apply changes  を選択します。

構成されたすべての製品の再起動が実行されます。

位置トランスミッター入力の割り当ては、バルブユニットごとに個別に作成する必要があります。

日本語
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20.3.2	 例2：8DIモジュールME44と組み合わせた内部DIモジュールのない6つのバルブユニ
ットを備えたバルブマニフォールド

バルブユニットごとに最大2つのDIモジュールが可能です。内部DIモジュールのない6つのバルブユニットを備え
たバルブマニフォールドの場合、最大12の外部8DIモジュールを使用できます。

バルブマニフォールド ＋ 8DIモジュール 
ME44 ＝ 1 フィールドバス製品フィールドバス

6つのバルブユニットを備えたバルブマニフ
ォールド	
DIモジュールなし

制御キャビネット

1 x フィールドバスゲートウェイ ME43（CANopen/büS）

12x8DIモジュール タイプME44（＝ 96 DIs）

内部バス（CANopen/büS）

Bürkertコミュニケーターでネットワーク構成：
以下の図では、終端位置に以下のフィードバックソースが割り当てられています。	
上端位置	「外部DIモジュール（büS）」	
下端位置	「外部DIモジュール（büS）」

上のラインは、ME44-DIのステータ
スを表しています。

下のラインは、ME44-DIのステータ
スを表しています。

	→ME44-DIをフィードバック入力に接続します。
	→すべての接続が確立されたら、Apply changes  を選択します。

構成されたすべての製品の再起動が実行されます。

位置トランスミッター入力の割り当ては、バルブユニットごとに個別に作成する必要があります。

日本語
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20.3.3	 例 3：16DIモジュールME64と組み合わせた内部DIモジュールのない6つのバルブユ
ニットを備えたバルブマニフォールド

バルブユニットごとに、それぞれ8つのDI（＝バルブユニットごとに16のDI）を持つ最大2つのDIモジュールが可能
です。

内部DIモジュールのない6つのバルブユニットを備えたバルブマニフォールドの場合、タイプME64の6つの16DI
モジュールを使用できます。

バルブマニフォールド ＋ 16DIモジュールl 
ME64 ＝ 1 フィールドバス製品

フィールドバス

6つのバルブユニットを備えたバルブマニフ
ォールド	
DIモジュールなし

制御キャビネット

6x16-DIモジュール タイプME64（＝ 96 DIs）

内部バス（CANopen/büS）

Bürkertコミュニケーターでネットワーク構成：

上のラインは、ME64-DI、チャンネル1
～8のステータスを表しています。

下のラインは、ME64-DI、チャンネル9
～16のステータスを表しています。

	→ME64-DIをフィードバック入力に接続します。
	→すべての接続が確立されたら、Apply changes  を選択します。

構成されたすべての製品の再起動が実行されます。

位置トランスミッター入力の割り当ては、バルブユニットごとに個別に作成する必要があります。

日本語
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20.4	 büSパートナーからのエラーをディスプレイに表示する
タイプME64またはME44のDIモジュールを備えたバルブマニフォールドを使用する場合、断線または短絡に関す
るメッセージを、内部モジュールであるかのようにバルブユニットのディスプレイに表示することができます。

この設定は、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」でのみ行うことができます。

バルブマニフォールド構成範囲 ：

ユーザーレベル：インストーラー

	→ General settings を選択します。

	→メニューParameter   > büS  > Advanced  > Show errors from büS partners  を選択します。

	→右側のドロップダウン・メニューでOnly Producers を選択します。

構成範囲のME44またはME64 ：

ユーザーレベル：インストーラー

	→ Inputs  を選択します。

	→Mark bus-outputs as invalid  を無効にします。

	→必要に応じてWire break detection active  を有効にします。

日本語
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20.5	 アシスタントによる外部DIモジュールを設定する
各バルブユニットの設定が同じである場合は、Bürkertコミュニケーターのアシスタントを使用することをお勧めし
ます。

	→自動化ソフトウェアでフィードバックソースを割り当てます（「20.1」を参照）。

Bürkertコミュニケーターのバルブマニフォールド構成範囲 ：
ユーザーレベル：インストーラー

	→ General settings を選択します。

	→メニューParameter  > Configuration of external DI modules を選択します。

 �アシスタントが設定をガイドします。

アシスタントのページ1

	→右側の選択フィールドで、外部DIモジュールから転送される終端位置を選択します。終端位置への割り当てと
断線検出の設定は、すべてのバルブユニットに適用されます（38ページの「8.5 電気接続の割り当て」章も
参照）。

アシスタントのページ2

右側の選択フィールドで、外部DIモジュールによって報告される各バルブユニットの値を選択します。

日本語
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21	 切替時間のモニタリング機能
この機能によって、例えばメンテナンス間隔を最適化するためなどに、プロセスバルブ（アクチュエータ）の考えら
れるエラーまたは摩耗を切替時間の監視によって早めに検知することができます。

バルブマニフォールドは、すでに作動中のプロセスにおいて、個別またはすべてのアクチュエータの切替時間を
記録し、持続的に観察することができます。プロセスパラメータが変更され、このアクチュエータの切替時間に影
響があり次第、これが記録され、メンテナンスメッセージがコントローラに送られます。製品はNamurStatusを青
色に変更します。ディスプレイ上とコントローラに、どのチャンネルに偏差があるのかが表示されます。

セットアップモードはバックグラウンドで行われ、プロセスに影響を与えることはありません。

21.1	 具体的には何を測定するのですか？
空圧バルブを切り替えてから終端位置フィードバックまでの時間を測定します。

空圧バルブを切り
替える アクチュエータが位

置変更を開始する 終端位置のアクチュエータ、	
フィードバックがあります

図 41：	 切替時間測定のタイムスパン

21.2	 アクチュエータの切替時間の設定

21.2.1	 公差（アクチュエータの切替時間の許容偏差）
平均値は、20回の連続したアクチュエータの切替時間から決定されます。

この平均値を超えたり下回ったりする許容範囲を、ユーザーがパーセント値で設定することができます。公差のデ
フォルト値は50%です。

許容範囲外の値が3回連続して検出されると、メンテナンスメッセージが表示されます。

例：

検出された平均値は5秒です。	
公差50％の場合、許容範囲は2.5秒～7.5秒となります。

3回連続して <2.5秒または >7.5秒の測定値が検出された場合、メンテナンスメッセージが発行されます。

許容範囲を超えた場合は、アクチュエータの初期摩耗、バルブマニフォールドからアクチュエータへの空圧式供給
分岐の漏れ、または圧縮空気ネットワークの変動を示します。

21.2.2	 タイムアウト
タイムアウトのデフォルト値は60秒です。

切替時間の測定が行われている場合、タイムアウトにはデフォルト値ではなく、検出された平均値の3倍の値が適
用されます。

この値を1回でも超えると、メンテナンスメッセージが表示されます。

日本語
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例：

検出された平均値は5秒です。	
この結果、タイムアウトの値は15秒となります。

15秒以上の切り替え時間が測定された場合は、直ちにメンテナンスメッセージが表示されます。

タイムアウトは、ホースの緩みやアクチュエータの固着など、アクチュエータの故障を意味します。

21.3	 切り替え時間の測定を開始する
切り替え時間の測定は、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」、Webサーバー、または外部コントローラを介し
て開始できます。

21.3.1	 正しい切替時間測定の要件
	• 位置トランスミッターが接続され、機能している
	• 測定は標準的なプロセス条件下で行われる
	• 圧縮空気供給が安定している

21.3.2	 Bürkertコミュニケーターを介して切替時間測定を開始する
	→ユーザーレベル「インストーラー」が有効になっていることを確認してください（「15.1 ユーザーレベル」章を
参照）

	→バルブユニットを選択します（切替時間測定は、バルブユニットごとに個別に開始/停止する必要があります）。

	→ Parameter  > Actuator switching time  > Measurement  を選択します。

	→目的のフィードバック入力をマークします。

	→測定の開始 Yes

	→ Finish

バルブマニフォールドはアクチュエータの切替時間を測定します。

測定情報

測定中は、Bürkertコミュニケーターに Actuator runtime measurement active  というメッセージが表示され
ます。

測定の進捗状況は、 Parameter  > Actuator switching time  > Measurement  > Finish  で読み取ることができ
ます。測定が完了した入力は、もはやマークされていません。

測定後、値は Diagnostics  > Channel maintenance  で読み取ることができます。

21.3.3	 Webサーバーを介して切替時間の測定を開始する
	→メニュー Switching time monitoring  を選択します。

	→ユニットを選択します（切替時間測定は、バルブユニットごとに個別に開始/停止する必要があります）。

	→目的のフィードバック入力を選択します。

	→ Start measurement。

バルブマニフォールドはアクチュエータの切替時間を測定します。

日本語
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測定情報 

測定の実行中は、メニュー Switching time monitoring のボタン Start measurement  がグレー表示になります。

測定後、値はメニュー Maintenance で読み取ることができます。

21.3.4	 外部コントローラを介して切替時間の測定を開始する
外部コントローラを介して切替時間の測定を開始するためのオブジェクトは、Bürkertホームページの「Device 
Description files」に記載されています。

country.burkert.com → タイプ8652 → ソフトウェア→ Device Description files 

21.4	 エラーメッセージ 切替時間のモニタリング機能
アクチュエータの切替時間の許容値を超えた場合、コントローラにメンテナンスメッセージが送信されます。対応
するバルブユニットのディスプレイには、偏差がどのチャネルに存在するかが表示されます（85ページの「19.1 
ディスプレイ表示の説明」も参照）。

1回の正しい測定が再度行われるとすぐに、ディスプレイのエラーメッセージが消え、コントローラに通知され
ます。

日本語
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22	 MICROSDカード
バルブマニフォールドのアクセサリーとして、microSDカードが用意されています。製品固有の値とユーザー設定
は、microSDカードに保存して別の製品に転送することができます。

製品のmicroSDカードを後で再び挿入すると、最後に保存されたデータは復元されません。microSDカード
は、保存したデータを同じ製品に転送することはできません。

注意！	
製品を工場出荷時設定にリセットすると、SDカードに保存されているデータもリセットされます。

新たに挿入されたmicroSDカードは、製品の再起動時に既存のデータがチェックされます。これに応じて、データが
引き継がれるか、または上書きされます：
	• microSDカードにはデータは含まれていません。	
既存の製品固有の値とユーザー設定は、microSDカードに保存されます。
	• microSDカードには、製品と互換性のあるデータが含まれています。	
microSDカードのデータは、製品によって引き継がれます。既存の製品固有の値とユーザー設定は上書きされ
ます。
	• microSDカードには、製品と互換性のないデータが含まれています。	
製品は、独自の製品固有の値とユーザー設定でmicroSDカードのデータを上書きします。

注意 
挿入されたmicroSDカードは特別な産業用バージョンで、特に高い耐久性と耐熱性があります。
	►市販のmicroSDカードを使用しないでください。製品用のmicroSDカードは、Bürkert販売店でのみ入手してく
ださい。

microSDカードの交換

カバー

microSDカード用メモリカードスロット

図 42：	 microSDカードの交換

注意！ 
電源電圧が印加されている間は、SDカードを取り外さないでください。.
電源電圧が印加された状態で取り外すと、データが失われ、SDカードが損傷する可能性があります。

日本語
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電源電圧が印加されている間にSDカードを挿入することは可能です。	
SDカードが製品によって認識されるため、再起動が必要です。

microSDカードの取外し：

	→カバーを窪みから引き出し、左上に回します。

	→ロック解除するには、ロックされたmicroSDカードの端を押し、microSDカードを取り外します。

交換製品へのmicroSDカード挿入：

 �挿入時は挿入方向に注意してください。

	→microSDカードをメモリカードスロットに挿入します。microSDカードが所定の位置にはめ込まれていることを
確認してください。

	→メモリカードスロットのカバーを閉じます。

日本語
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23	 バックアップバッテリー
製品にはバックアップバッテリーが装備されています。バッテリーの機能は、ログブックに時間を記録するためだ
けのものです。

バッテリーが空になっても、製品にエラーは発生しません。ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」にはメッセー
ジしかありません。

日本語
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24	 スペアパーツを交換する
警告

不適切な取付け作業による負傷の危険。
	►有資格者にのみ取付け作業を行うことができます。
	►適切なツールを使用して、取付け作業を実行してください。

バルブマニフォールドAirLINE タイプ8652に対して、以下のモジュールがスペアパーツとしてタイプSV04で入手可
能です。
	• 接続モジュール
	• 電子モジュール
	• 空圧バルブ

機能が変更されたモジュールを使用する場合、変更を製品構成で適合させる必要があります。これは、ソフトウェア
「Bürkertコミュニケーター」またはウェブサーバー、または一部フィールドバスゲートウェイ ME43（圧力センサー
とバルブ構成）のディスプレイによっても行うことができます。

24.1	 圧力センサーなしの接続モジュール
圧力センサーのない接続モジュールには、圧縮空気を供給するために追加の接続を装備することができます。こ
の追加の接続は、例えば圧縮空気源が制御キャビネット内にある場合に、より簡単に配管を行うために有利です。

仕様 接続部サイズ 注文番号

圧縮空気供給用の追加接続付き
プラグカップリングØ 6 mmおよびØ 10 mm 384863
プラグカップリング Ø 1/4" およびØ 3/8" 384864

圧縮空気供給用の追加接続なし 384866
表 14：	 「圧力センサーなしの接続モジュール」仕様の概要

24.1.1	 接続モジュールを交換する
危険

制御されないアクチュエータの動き、流体流出および高圧による危険。
	►製品やシステムで作業する前に、アクチュエータの調整が適切であるか確認してください。
	►製品やシステムで作業する前に、圧力をオフにしてください。配管のエア抜きまたは排出を行ってください。

注意
制御補助空気と制御圧力間の内部短絡。

内部短絡を避けるために、接続モジュールのシールを同じ位置に配置する必要があります（制御補助空気の外部
または内部供給）。外部または内部供給の混合は許可されていません。
	►外部供給または内部供給はいかなる場合においても混合しないでください。
	►44ページの「9.1.1 内外部制御補助空気」章を遵守してください。

外部供給の場合、X接続は常に接続されていなければいけません。
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接続モジュールの固定
ネジ

	→ 安全注意事項を遵守してください。

	→スクリュードライバー（TX 20）で接続モジュールの固定ネジを外します。

	→接続モジュールを前面に引き出します。

	→新しい接続モジュールを差し込んでねじ込みます（締め付けトルク 2 Nm）。

日本語
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24.2	 圧力センサー付きの接続モジュール
圧力センサー付きの接続モジュールには、圧縮空気を供給するために追加の接続が常に装備されています。以下
のタイプがあります。

タイプ 注文番号
圧縮空気供給用接続部：プラグインカップリングØ6 mmおよびØ10 mm 384867
圧縮空気供給用接続部：プラグインカップリングØ1/4“ およびØ3/8“ 384868
表 15：	 「圧力センサー付きの接続モジュール」バージョンの概要

2020年7月1日以前に購入された製品では、技術上の理由から、圧力センサー付きの接続モジュールを使
用することができません。

24.2.1	 接続モジュールを交換する
危険

制御されないアクチュエータの動き、流体流出および高圧による危険。
	►製品やシステムで作業する前に、アクチュエータの調整が適切であるか確認してください。
	►製品やシステムで作業する前に、圧力をオフにしてください。配管のエア抜きまたは排出を行ってください。

注意

電圧による怪我の危険。
	►製品や製品で作業を行う前に、必ず電源を切ってください。再度オンにする前に電源を確認してください。
	►現行の電気製品に関する事故防止規則および安全規則を遵守してください。

注意
静電気による危険がある部品およびアセンブリ。

製品には帯電した静電気（ESD）に過敏に反応する電子部品が含まれています。静電気を帯びた人員や物品との
接触はこれらの部品の損傷につながります。最悪の場合は、この部品が直ちに破壊されたり、コミッショニング後
に故障したりします。
	►急激な静電気放電による損傷の可能性を最小限に抑えるか、または回避するために、EN 61340-5-1 の要件を
満たしてください。
	►電子部品を電源電圧時に接触させないでください。

注意
制御補助空気と制御圧力間の内部短絡。

内部短絡を避けるために、接続モジュールのシールを同じ位置に配置する必要があります（制御補助空気の外部
または内部供給）。外部または内部供給の混合は許可されていません。
	►外部供給または内部供給はいかなる場合においても混合しないでください。
	►44ページの「9.1.1 内外部制御補助空気」章を遵守してください。

外部供給の場合、X接続は常に接続されていなければいけません。
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接続モジュールの固定
ネジ

基板とピンを損傷させないでください！

	→  安全注意事項を遵守してください。

	→取付プロセスの作業全体において、新しい接続モジュールの基板とピンが損傷しないように注意します。

	→スクリュードライバー（TX 20）で接続モジュールの固定ネジを外します。

	→接続モジュールを前面に引き出します。

	→接続モジュールを空いている位置に差し込んでねじ込みます（締め付けトルク 2 Nm）。

	→変更された製品構成（圧力センサー）を必要に応じて調整します（ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」、デ
ィスプレイME43またはウェブサーバーによって）。

日本語
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24.3	 電子モジュール
電子モジュールは以下のタイプで入手可能です：

タイプ 注文番号
デジタル入力搭載電子モジュール 384872
デジタル入力非搭載電子モジュール 384873
表 16：	 「電子モジュール」タイプの概要

24.3.1	 電子モジュールを交換する

注意
フィールドバスゲートウェイでの修復不能な損傷。

通電しているバルブマニフォールドの電子モジュールを外す場合、フィールドバスゲートウェイの電子部品が壊れ
る恐れがあります。
	►バルブマニフォールドの電子モジュールを外す前に、電圧を遮断してください。また予期せぬ電源投入を防止
する措置を講じてください。

電子モジュールの固定ネジ

	→  安全注意事項を遵守してください。

	→スクリュードライバー（TX 20）で電子モジュールの固定ネジを外します。

	→電子モジュールを上に引き上げます。

	→新しい電子モジュールを空いている位置に適切に装着し、ねじで固定します（締め付けトルク2 Nm）。
	→変更された製品構成（デジタル入力）を必要に応じて調整します（ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」また
はウェブサーバーによって）。
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24.4	 空圧バルブ
空圧バルブは以下のタイプで入手可能です：

タイプ 注文番号
2 x WWC（2x3/2ウェイ normally closed） 301374
2 x WWD（2x3/2ウェイ normally open） 301375
WWH （5/2ウェイ 単安定） 301376
WWZ （5/2ウェイ 双安定） 301377
WWM （5/3ウェイ 加圧） 301379
WWL （5/3ウェイ ロック） 301380
WWN （5/3ウェイ 通気） 301381
Dummy valve 335779
2 x WWC SIA（2x3/2ウェイ normally closed） 338802
WWH SIA（5/2ウェイ 単安定） 338805
WWL SIA（5/3ウェイ ロック） 346830
表 17：	 「空圧バルブ」タイプの概要

24.4.1	 空圧バルブを交換する
危険

ホットスワップ機能非装備のバルブマニフォールドにおける高圧および流体流出による怪我の危険。
	►ホットスワップ機能非装備のバルブマニフォールドでは、製品やシステムで作業する前に、アクチュエータの調
整が適切であるか確認してください。
	►ホットスワップ機能非装備のバルブマニフォールドでは、製品やシステムで作業する前に圧力を抜いてください。	
配管のエア抜きまたは排出を行ってください。

ホットスワップ機能装備のバルブマニフォールドにおける高圧および流体流出による怪我の危険。

バルブの取外し時に配管やアクチュエータがまだ加圧されている場合があり、アクチュエータが制御不能な動き
を引き起こす可能性があります。
	►ホットスワップ機能装備のバルブマニフォールドでは、製品やシステムで作業する前に、アクチュエータの調整
が適切であるか確認してください。

ホットスワップ機能を備えたバルブマニフォールドの場合、バルブは圧力下で交換することができます。

バルブマニフォールドからバルブを安全に取り外すには、バルブを十分に前方に引き出すことができるだ
けのスペースが必要です。このためには、バルブマニフォールドから制御キャビネットの前端までの最小間
隔を考慮する必要があります（27ページの「7.1」の章を参照）。

制御キャビネットの前端までの空間が十分にない場合、バルブを交換する際は108ページの「24.4.2 空圧
バルブを交換する（最小間隔が取れない場合）」 章に従って行ってください。この場合、ホットスワップ機能
は使用できなくなります！
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バルブの固定ネジ

図 43：	 バルブの交換。

	→  安全注意事項を遵守してください。

	→スクリュードライバーでバルブの固定ネジを外します。

	→バルブマニフォールドからバルブを取り外します。

製品を長時間使用すると、バルブのシールがテーブルタップに付着することがあります。そのため、バルブ
マニフォールドからバルブを外す際に、力を入れなければならないことがあります。

	→バルブスロットに新しいバルブを取り付けます。

	→固定ネジを締め付けます（締め付けトルク 2 Nm）。

	→バルブ構成を必要に応じて調整します（ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」、ディスプレイME43またはウ
ェブサーバーによって）。
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24.4.2	 空圧バルブを交換する（最小間隔が取れない場合）
危険

制御されないアクチュエータの動き、流体流出および高圧による危険。
	►製品やシステムで作業する前に、アクチュエータの調整が適切であるか確認してください。
	►製品やシステムで作業する前に、圧力をオフにしてください。配管のエア抜きまたは排出を行ってください。

注意
フィールドバスゲートウェイでの修復不能な損傷。

通電しているバルブマニフォールドの電子モジュールを外す場合、フィールドバスゲートウェイの電子部品が壊れ
る恐れがあります。
	►バルブマニフォールドの電子モジュールを外す前に、電圧を遮断してください。また予期せぬ電源投入を防止
する措置を講じてください。

電子モジュールの固定ネジ

バルブの固定ネジ

図 44：	 制御キャビネットの前端までの最小間隔を維持せずにバルブを交換

制御キャビネット前端までの最小間隔が、空圧バルブをバルブマニフォールドから前方向に引っ張るためには小
さすぎる場合、事前に電子モジュールが取り外されていれば、空圧バルブをバルブマニフォールドから上方向に
外すこともできます。この場合、ホットスワップ機能は使用できなくなります。

	→ 安全注意事項を遵守してください。

	→スクリュードライバーで電子モジュールとバルブの固定ネジを外します。

	→電子モジュールを上に引き上げます。

	→バルブマニフォールドからバルブを上方に取り外します。

	→バルブスロットに新しいバルブを取り付けます。

	→電子モジュールをバルブマニフォールドに再び取り付けます。

	→電子モジュールとバルブの固定ネジをを締め付けます（締め付けトルク 2 Nm）。

	→バルブ構成を必要に応じて調整します（ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」、ディスプレイME43またはウ
ェブサーバーによって）。
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24.4.3	 バルブWWZまたはWWZ* を交換する

警告

制御されないアクチュエータの動きによる危険。
	→ホットスワップ機能装備のバルブでは、製品やシステムで作業する前に、アクチュエータの調整が適切である
か確認してください。

機能原理Zおよび機能原理Z* を持つバルブでは、切替位置に応じて 

出力2が換気され、出力4が排気されます	
または	
出力2が排気され、出力4が換気されます。

機能原理Z* のバルブ
バルブ交換（HotSwap）の場合に新しく使用されるバルブが、元のバルブの切替位置と一致していることが、バル
ブマニフォールドのソフトウェアによって確かめられます。

このバルブでは、手動作動が最初の電気接続の後に無効になります。

機能原理Zのバルブ
機能原理Zを持つ交換されたバルブは、未定義の切替位置を取ります。
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25	 フィールドバスゲートウェイME43の交換
警告

制御されないアクチュエータの動きによる危険。
	►製品やシステムで作業する前に、アクチュエータの調整が適切であるか確認してください。
	►製品やシステムで作業する前に、圧力をオフにしてください。配管のエア抜きまたは排出を行ってください。
	►製品や製品で作業を行う前に、必ず電源を切ってください。再度オンにする前に電源を確認してください。

図 45：	 フィールドバスゲートウェイの交換

	→  安全注意事項を遵守してください。

	→電気接続を外します。

	→スクリュードライバーでゲートウェイの固定ネジを外します。

	→バルブマニフォールドからゲートウェイを左に外します。

	→microSDカードを取り外します。

	→microSDカードを新しいゲートウェイに挿入します（挿入方向に注意してください！）。

	→新しいゲートウェイを規格レールに取り付けてバルブマニフォールドに押し込み、ゲートウェイをバルブマニフ
ォールドに結合します。

	→固定ネジを締め付けます（締め付けトルク 1 Nm）。

	→ゲートウェイを電気的に接続します。
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26	 メンテナンス、トラブルシューティング

26.1	 安全注意事項
警告

不適切なメンテナンス作業による負傷の危険。
	►メンテナンスは認定された専門技術者が適切なツールを使用してのみ行うことができます！

制御不能や意図しないシステムの起動による負傷の危険。
	►システムが意図せず作動しないよう保護してください。
	►メンテナンス後、再始動が制御されていることを確認してください。

26.2	 制御補助空気用フィルターを交換する
危険

高圧および流体の漏れによる負傷の危険。
	►製品やシステムで作業する前に、アクチュエータの調整が適切であるか確認してください。
	►製品やシステムで作業する前に、圧力をオフにしてください。配管のエア抜きまたは排出を行ってください。

フィルターはアクセサリとしてBürkertにて購入可能です（119ページの「28 アクセサリ」章を参照）。

フィルター（�制御補助空気のフ
ィルタリング用）

ピン

固定ネジ

図 46：	 フィルターの交換

	→スクリュードライバーで接続モジュールの固定ネジを外します。

	→接続モジュールを前面に引き出します。

	→マイナスドライバーでフィルターを引き出します

	→新しいフィルターを挿入します。フィルターのピンが所定の穴に合っていることを確認してください。

	→接続モジュールを差し込んでねじ込みます（締め付けトルク 2 Nm）。
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26.3	 トラブルシューティング
障害 考えられる原因 対処
バルブが切り替わ
らない

負荷電圧がないか、低すぎる 電気的接続を確認してください
正しい負荷電圧を確保してください

バルブの手動作動が	
中立位置にない

手動作動を中立位置にしてください

圧力供給が不十分または利用でき
ない

可能な限り大きな圧力供給を行ってください（圧力
制御、メンテナンスユニット、開/バルブなどの上流
製品の場合でも）
制御補助空気のないバルブの場合：	
最低作動圧力3.0 barを確保し、制御圧力図の流
体圧力と制御圧力の比率を遵守してください（第
20ページの「6.6.1」章を参照）

プロジェクトが間違っている ハードウェアの構成に従ってシステムを構成してく
ださい

チャンネルが使用可能状態になって
いない

パラメータの設定を変更してください（Bürkertコミ
ュニケーター）

24 V電力供給が接続されていない、
または正しく接触していない

24 V電力供給の正しい接続を確認してください

SIA仕様の場合:接続端子がブリッジ
またはクランプされているケーブルに
よって差し込まれていない

接続端子をブリッジまたはクランプされているケー
ブルによって差し込みます

バルブの切り替え
が遅れる、または
排気接続で吹き
出す

圧力供給が不十分または利用でき
ない

可能な限り大きな圧力供給を行ってください（圧力
制御、メンテナンスユニット、開/バルブなどの上流
製品の場合でも）
制御補助空気のないバルブの場合：	
最低作動圧力3.0 barを確保し、制御圧力図の流体
圧力と制御圧力の比率を遵守してください	
（20ページの「6.6.1」の章を参照）

制御圧力の圧力上昇が十分でない 5/2ウェイバルブ （WW H） と2 x 3/2ウェイバルブ 
（WW D、無通電開） では、外部制御圧力供給を使
用してバルブマニフォールドを操作してください

圧力上昇中にバルブが基本位置にな
い（無通電）

バルブを切り替える前に、バルブブロックを加圧し
てください

サイレンサー（背圧）が汚れているか、
または小さすぎるため、排気ダクトの
通気が不十分

適切なサイズのサイレンサーまたは拡張容器を使
用してください
汚染されたサイレンサーをクリーニングしてくだ
さい

プリコントロールバルブに不純物ま
たは異物

バルブを交換してください

フィルターに不純物または異物 フィルターに圧縮空気を吹き付けてクリーニング
するか、	
フィルターを交換してください
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26.4	 電子モジュールのLCディスプレイでのエラーメッセージ
可能なディスプレイ内容の概要は85ページの「19 ディスプレイ表示」の章に示されています。

メッセージ 考えられる原因 対処
メッセージなし、	
LCディスプレイ オフ

負荷電圧がないか、低すぎる 電気的接続を確認してください
正しい負荷電圧を確保してください

ファームウェアのアップデート中に電圧
遮断

ファームウェアのアップデートを再実行し
てください

Pilot SCC Limit Ch. X 
または
Act.SCC Limit Ch. Х 

プリコントロールバルブ/アクチュエータ 
チャンネルXのメンテナンス制限に到達

プリコントロールバルブを交換するか、
アクチュエータをメンテナンスし、スイッ
チングサイクルカウンターをリセットして
ください

または

スイッチングサイクルカウンターを非ア
クティブにしてください

または

スイッチングサイクルカウンターの警告
限界を上げてください

Short Circuit Ch. X 位置トランスミッターの入力xで短絡（位
置トランスミッターまたはコネクタ不良）

位置トランスミッター/コネクタを点検し
てください

または

位置トランスミッターを交換してください
Wire Break Ch. X 位置トランスミッターの入力xで断線（位

置トランスミッターまたはコネクタ不良）
位置トランスミッター/コネクタを点検し
てください

または

位置トランスミッターを交換してください
EVS Active 24 V電力供給が接続されていない、また

は正しく接触していない
正しい接続を確認してください

バルブユニットの電気回路が遮断機能「
モジュール安全志向遮断」によって遮断
された

Act. Sw. Time アクチュエータの切替時間の許容値を超
えました。

アクチュエータをメンテナンスする	
（「21.4」章を参照）
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26.5	 エラーコードの説明
エラーコード 説明 

1/3 過負荷検出。
2/1 過電圧検出。
2/2 低電圧検出。
2/3 電圧警告制限の超過。
2/4 電圧警告制限未満。
2/5 バッテリー電圧警告制限未満。
2/6 電圧ディップ検出。
3/1 過剰温度検出。
3/2 過少温度検出。
3/3 温度警告制限の超過。
3/4 温度警告制限未満。
18/4 SDカードの欠陥。
18/7 リムーバブルストレージ利用可能。
18/8 リムーバブルストレージへのアクセス不可。
18/9 別の製品で構成を正常に管理。
18/10 別の製品で構成の管理不可。
18/11 構成プロバイダで製品構成のロード不可。
18/12 少なくとも1台の製品が欠落。
18/13 Bürkertコミュニケーター必要。
18/14 製品交換必要。
18/15 オプションが多すぎて製品交換不可。互換性のある製品数を削減。
18/16 製品交換での問題。
18/17 製品交換での問題。少なくとも1つのオブジェクトの書き込み不可。
18/18 製品交換失敗。
18/19 製品交換正常。
18/20 メモリカード不検出により構成プロバイダが非アクティブ。
18/21 複数の構成プロバイダがアクティブ！他のプロバイダ機能をオフにします。

  19/1... 19/6 ユニット1...ユニット6：プリコントロールバルブのスイッチングサイクルカウンターリミットに達
しました。プリコントロールバルブを交換します。

  19/7... 19/12 ユニット1...ユニット6：アクチュエータのメンテナンス制限に達しました。
19/13... 19/18 ユニット1...ユニット6：上部フィードバックユニットの短絡。
19/19... 19/24 ユニット1...ユニット6：下部フィードバックユニットの短絡。
19/25... 19/30 ユニット1...ユニット6：上部フィードバックユニットの断線。
19/31... 19/36 ユニット1...ユニット6：下部フィードバックユニットの断線。
19/37... 19/42 ユニット1...ユニット6：アクチュエータのメンテナンスが必要です（定期メンテナンス）。
19/45... 19/50 ユニット1...ユニット6：�有効範囲外のバルブの切替時間上限フィードバック位置。
19/51... 19/56 ユニット1...ユニット6：�有効範囲外のバルブの切替時間下限フィードバック位置。
19/57 EVS（外部バルブシャットダウン）はユニットでアクティブです。
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エラーコード 説明 
19/58 EVS（外部バルブシャットダウン）がユニットでアクティブであるか、製品に空圧バルブ用の電源

（24 V）がありません。
19/59... 19/64 ユニット1...ユニット6：フィードバックユニットの入力の短絡。
19/65... 19/70 ユニット1...ユニット6：フィードバックユニットの入力の断線。
  31/1... 31/6 ユニット1...ユニット6：過負荷検出。
  31/7... 31/8 電子モジュールの故障。
31/9 バルブ制御の故障。

31/10... 31/15 ユニット1...ユニット6：�電子モジュールのデジタル入力への内部接続が遮断されました。
31/16... 31/21 ユニット1...ユニット6：�電子モジュールのディスプレイへの内部接続が遮断されました。
31/28 フィールドバスゲートウェイのディスプレイへの内部接続が遮断されました。
31/29 EVSステータスを読み取ることができません
31/31 左の圧力センサーへの内部接続が中断されました。
31/32 中央/右圧力センサーへの内部接続が中断されました。
31/33 右の圧力センサーへの内部接続が中断されました。
31/34 左の供給—圧力制限を超えました。
31/35 中央/右の供給—圧力制限を超えました。
31/36 右の供給—圧力制限を超えました。
31/37 左の供給—圧力制限を下回りました。
31/38 中央/右の供給—圧力制限を下回りました。
31/39 右の供給—圧力制限を下回りました。
32/1 内部メッセージ保管の容量超過。
32/130 製品の初期化。
32/200 拡張構成でのエラー。
32/201 拡張構成での構文上の問題
33/1 「操作」状態に変更。
33/2 「診断アクティブ」状態に変更。
33/3 「メンテナンス」状態に変更。
33/4 「仕様外」状態に変更。
33/5 「機能点検」状態に変更。
33/6 「エラー」状態に変更。
33/7 動作状態自動に変更。
33/8 操作モードを手動に変更。
33/9 特殊モード「LED点滅」への切り替え。
33/11 「オフ」状態に変更。
33/12 少なくとも1つの値に対して入力値シミュレーションがアクティブ。
33/13 少なくとも1つの値に対して出力値シミュレーションがアクティブ。
33/14 デモモードがオン。
33/15 ユーザー制御のメンテナンス信号
33/32768 1件のステータスメッセージ保留中。
35/1 EERPROMエラー検出。
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エラーコード 説明 
35/2 少なくとも1つの永続メモリが使用不可。
40/996 1つ以上のフィールドバスパートナー製品でエラー発生。
45/3 一般的エラー、例えば。
45/4 不正なbüSステータス。
45/5 CANopenタスクコマンドが失敗しました。
45/6 機能に渡されたパラメータが正しくありません。
45/15 長さが正しくないメッセージ/データ。
45/16 メッセージ転送に失敗しました。
45/17 確認メッセージのタイムアウト。
45/128 メールボックスがオーバーフローしました。
45/129 büSメールボックスがオーバーフローしました。
45/130 CANopenメールボックスがオーバーフローしました。
45/131 CANopen応答メールボックスがオーバーフローしました。
45/132 イベントメールボックスがオーバーフローしました。
45/133 CSDO応答メールボックスがオーバーフローしました。
45/134 BDO応答メールボックスがオーバーフローしました。
45/176 CANエラーカウンターオーバーフロー—バスオフ—。
45/177 入力バッファのオーバーフロー。
45/178 出力バッファのオーバーフロー。
45/256 büSイベント：büS動作なし。
45/257 büSイベント：通信の初期化。
45/512 büSイベント：ローカライゼーション。
45/768 büSイベント：製品が同じアドレスを使用しています。
45/769 büSイベント：製品は同じシリアル番号を使用しています。
45/1024 büSイベント：バス接続が見当たりません/使用できません。
45/1280 büSイベント：BDOメッセージメモリがオーバーフローしました。
45/1792 büSイベント：パートナー検索が有効になっています。
45/1793 büSイベント：プロデューサーが見つかりません。
45/1794 büSイベント：アドレスのない手動設定製品。検索最長1分。
45/1795 büSイベント：プロデューサー割当てエラー。
45/1796 büSイベント：プロデューサーの削除に失敗しました。
45/1797 büSイベント：CANopen製品構成エラー。
45/1798 büSイベント：GCVが両方のbüSインターフェースに設定されています。
45/1799 büSイベント：プロデューサーの周期的通信が有効になっていません。
45/2048 büSイベント：永続的büSデータの保存（製品をオフにしないでください）。
45/2049 büSイベント：永続的büSデータの削除（製品をオフにしないでください）。
45/2304 büSイベント：非周期的データのルーターが有効になっています。
45/2560 büSイベント：シリアル番号エラー。
45/2561 büSイベント：周期的入力の構成エラー（フィルター不十分）。
45/2562 büSイベント：周期的値の構成エラー。
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エラーコード 説明 
45/2816 büSイベント：マネージャーが有効になっています。
45/3072 büSイベント：監視製品が停止しました。
45/3584 アドレッシングの待機。
45/4096 製品パラメータの初期化エラー。
45/4097 設定アドレスはすでに使用済み。
51/1 プロセス制御システムへの接続が不適切。
51/2 周期的なデータトラフィックが設定されたタイムアウトパラメータよりも低速。
51/10 産業用通信の初期化。
51/101 NetX構成のエラー（ファームウェアのダウンロード中など）。
51/102 産業用通信がオフ。
51/103 マッピングファイルが存在しないか不適切。
51/104 利用可能なプロトコルファームウェアなし。
51/105 プロトコルを選択して製品を再起動。
51/201 プロトコルスタックの初期化エラー。
51/202 プロトコルスタックの構成エラー。
51/203 MACアドレスの送信エラー。
51/204 オブジェクトデータの登録エラー。
51/205 接続の登録エラー、5つ以上指定。
51/206 間違ったPROFIBUSアドレス、アドレス1～126のみ可能。
51/207 不正なCC-Linkリンクアドレス、アドレス1～64のみ可能。
51/208 間違ったCC-Linkリンクボーレート。
51/209 IPパラメータが正しくありません。
51/300 フィールドバスマスターが停止状態。
51/303 周期的なデータ交換中のエラー。
51/400 マスターが故障しているモジュール/サブモジュールの接続を試行。
63/1 ファームウェアアップデートが実行されます

63/2... 63/7 ユニット1...ユニット6：�電子モジュールでのエラー。
63/8 アクティブなアクチュエータ切替時間の基準測定。
63/9 左の圧力センサーの流体圧力の限界値が無効です。
63/10 中央/右の圧力センサーの流体圧力の限界値が無効です。
63/11 右の圧力センサーの流体圧力の限界値が無効です。
63/12 少なくとも1つのbüS製品が、次のステータスになっています：メンテナンス。
63/13 少なくとも1つのbüS製品が、次のステータスになっています：仕様外。
63/14 少なくとも1つのbüS製品が、次のステータスになっています：機能テスト。
63/15 少なくとも1つのbüS製品が、次のステータスになっています：エラー。
63/16 SDカードが読み取れません！データはファームウェアバージョンA.02.XX.XXで作成されました。

63/17... 63/22 ユニット1...ユニット6：アクチュエータの切替時間の基準測定は、アクチュエータのタイムアウト
のため中断されました。

表 18：	 エラーコードの説明
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27	 取外し

27.1	 安全注意事項

危険

高圧および流体の漏れによる負傷の危険。
	►製品やシステムで作業する前に、アクチュエータの調整が適切であるか確認してください。

製品やシステムで作業する前に、圧力をオフにしてください。配管のエア抜きまたは排出を行ってください。

警告

感電による負傷の危険。
	►製品や製品で作業を行う前に、必ず電源を切ってください。再度オンにする前に電源を確認してください。
	►現行の電気製品に関する事故防止規則および安全規則を遵守してください。

不適切な取外しによる怪我の危険！
	►取外しは有資格者が適切なツールを使用してのみ行うことができます！

	→空圧接続を外します。

	→電気接続を外します。
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28	 アクセサリ
注意

誤った部品による物的損害および怪我の危険！

不適切なアクセサリやスペアパーツは、人身事故、製品およびその周辺に損傷を与える可能性があります。
	►Bürkertのオリジナルアクセサリとオリジナルスペアパーツのみ使用してください。

büS アクセサリ

品目 数量 注文番号
USB-büSインターフェースセット1	
（アダプタ、büSスティック、終端抵抗、Yディストリビュータ、M12プラグ付き0.7 m接続ケーブルを
含む）

772426

USB-büSインターフェースセット2	
（büSスティック、終端抵抗、Yディストリビュータ、M12プラグ付き0.7 m接続ケーブルを含む）

772551

büS ケーブル、角度付 M12（ソケットへの編組） 0.7 m 772626
büS ケーブル（M12 ソケットへの編組） 1.0 m 772409

3.0 m 772410
5.0 m 772411
10.0 m 772412

büS ケーブルドラム 50.0 m 772413
100.0 m 772414

büS 延長ケーブル 0.1 m 772492
0.2 m 772402
0.5 m 772403
1.0 m 772404
3.0 m 772405
5.0 m 772406
10.0 m 772407
20.0 m 772408

マイクロUSBへの büS サービスケーブル M12 773254
M12（5 ピン）へのアダプタースプリング式端子 0.1 m 584765

電気アクセサリ

品目 数量.
［個数］ 注文番号

終端抵抗、M12 コネクタ 1 772424
終端抵抗、M12 ソケット 1 772425
ジェンダーチェンジャー、M12 コネクタ-コネクタ 1 772867
Yディストリビュータ 1 772420
中断しているYディストリビュータ 1 772421
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固定アクセサリ

品目 数量.
［個数］ 注文番号

ねじセット M5x10 A2 DIN 6912	
（制御キャビネット床でのバルブマニフォールドの固定用） 10 308661

リテーニングプレート（制御キャビネット外側用） 4 x 1 60005571
8 x 1 60005566
12 x 1 60005567
16 x 1 60005568
20 x 1 60005569
24 x 1 60005570

空圧アクセサリ

品目 数量 注文番号
制御補助空気用フィルターセット 2個 368590
ねじ込み式コネクタ、ストレート

ニッケルめっ
き真鍮

M7 Ø 6 mm

1個

773459
M7 Ø 1/4" 773460
G1/4" Ø 10 mm 773461
G1/4" Ø 3/8" 773462

ステンレス鋼

M7 Ø 6 mm

1個

773463
M7 Ø 1/4" 773464
G1/4" Ø 10 mm 773465
G1/4" Ø 3/8" 773466

空圧用プラスチックホース、ポリミアド（PA）
Ø 6/4 mm

青

50 m

780643
黒 780644
ナチュラル 780645

Ø 8/6 mm
青 780646
黒 780647
ナチュラル 780648

Ø 10/8 mm
青 780649
黒 780650
ナチュラル 780651

Ø 6/4 mm
青

100 m

771868
黒 771295
ナチュラル 771296

Ø 8/6 mm
青 771869
黒 771873
ナチュラル 771297

Ø 10/8 mm
青 771870
黒 771877
ナチュラル 771874
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品目 数量 注文番号
プラグサイレンサー Ø 6 mm 焼結青銅、ハウジン

グはニッケルめっ
き真鍮

1個

784306
Ø 8 mm 784304
Ø 10 mm 784305
Ø 6 mm

ポリエチレン（PE）

772571
Ø 8 mm 773231
Ø 10 mm 773522
1/4" 773545
3/8" 773546

シールプラグ ニッケルめっ
き真鍮

08/06-08/06

1個

781666
10/08-10/08 781667

POM
06/04-06/04 782399
08/06-08/06 782400
10/08-10/08、赤 782401

PBTP
6 mm 771605
8 mm 771606
10 mm 771607

その他のアクセサリ

品目 数量.
［個数］ 注文番号

識別プレートセット 40	
（4 スクリ
ーン）

368588

HB（手動作動）のロックセット 8 328082
microSDカード 774087
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29	 梱包、輸送

注意

重量のある製品による怪我の危険。

運搬や取付け作業では、重量のある製品が落下して怪我をする可能性があります。
	►重量のある製品は必ず2人で運搬、取付け、および取外しを行ってください。
	►適切な補助具を使用してください。

注意
製品の不十分な保護による輸送中の損傷。
	►耐衝撃性の資材を使って梱包し、輸送中も製品を湿気とほこりから保護してください。
	►許容保管温度を遵守してください。 

30	 保管

注意
誤った保管は製品の損傷の原因となります。
	►製品は乾燥したほこりのない状態で保管してください。
	►保管温度 –10～＋60 °C。    

31	 環境に配慮した廃棄処分
	►廃棄処分と環境に関する国内規制を遵守してください。
	►電気・電子機器は分別収集し、分別して処分してください。

詳しい情報は、country.burkert.comをご覧ください。

日本語

http://country.burkert.com

	1	取扱説明書
	1.1	表記
	1.2	用語の定義

	2	使用目的
	3	基本的な安全に関する注意事項
	4	一般注意事項
	4.1	連絡先
	4.2	保証
	4.3	ウェブサイトで閲覧できる情報

	5	製品説明
	5.1	製品の構造
	5.2	バルブの外部安全指向遮断

	6	テクニカルデータ
	6.1	規格および指令
	6.2	動作条件
	6.3	空圧データ
	6.4	電気的データ・全般
	6.5	デジタル入力付き電子モジュールの電気データ
	6.6	空圧式スライドバルブタイプ6534
	6.7	機能原理（WW）
	6.8	標準銘板（例）
	6.9	銘板 UL（例）
	6.10	産業用Ethernetの仕様
	6.11	PROFIBUS DPV1の仕様
	6.12	CC-Linkの仕様

	7	制御キャビネットへのバルブマニフォールド取付け
	7.1	制御キャビネット床または制御キャビネット壁へのAirLINE Quick取付
	7.2	規格レールへの取付

	8	電気的接続部
	8.1	büSネットワークの配線
	8.2	フィールドバスゲートウェイME43
	8.3	空圧バルブの24 V電源電圧
	8.4	デジタル入力付き電子モジュール（オプション）
	8.5	電気接続の割り当て
	8.6	安全志向遮断用バルブ タイプ6534、SIA仕様（オプション）
	8.7	モジュール安全指向遮断（オプション）

	9	空圧式接続
	9.1	空圧接続の割り当て
	9.2	空圧接続の割り当て

	10	制御環境への統合
	10.1	コミッショニングファイルとプロセスデータおよびパラメータの説明
	10.2	PLC互換性
	10.3	Siemens TIAポータルによるPROFINET製品のコミッショニング
	10.4	Siemens TIAポータルによるPROFIBUS DPV1製品のコミッショニング
	10.5	Rockwell Logix Designerを使用したEtherNet/IP製品のコミッショニング
	10.6	入力と出力のビット構成
	10.7	高度なゲートウェイ機能

	11	ウェブサーバーによる構成
	11.1	Webサーバーへの接続を確立する
	11.2	ウェブサーバーでログインする
	11.3	パスワード
	11.4	製品を検索する
	11.5	Bürkertコミュニケーターによるウェブサーバーへのアクセスを無効化する
	11.6	ウェブサーバーで閲覧できる情報
	11.7	ウェブサーバーでの設定オプション
	11.8	産業用通信ウェブサーバー

	12	フィールドバスゲートウェイによる構成
	12.1	フィールドバスゲートウェイを操作する
	12.2	プロトコルの選択
	12.3	PROFIBUSアドレスまたはCC-Linkアドレスを入力する
	12.4	互換性モードを切り替える
	12.5	バルブ構成
	12.6	圧力センサーを構成する
	12.7	ディスプレイ：コントラスト、輝度、設置位置、言語
	12.8	構成プロバイダ
	12.9	エラー診断
	12.10	バルブマニフォールドを再起動する
	12.11	工場出荷時設定にリセット
	12.12	スイッチングサイクルカウンターのリセット
	12.13	製品（Config-Clients）を交換する

	13	フィールドバスゲートウェイのメニュー構造
	14	フィールドバスゲートウェイの表示エレメント 
	14.1	産業用Ethernetへのネットワーク接続を表示するためのLED
	14.2	装置ステータス表示用LED

	15	Bürkertコミュニケーターの基礎
	15.1	ユーザーレベル
	15.2	製品をBürkertコミュニケーターと接続する

	16	Bürkertコミュニケーターによる構成
	16.1	バルブマニフォールドの基本設定
	16.2	産業用通信の基本設定
	16.3	CANopen/büSの基本設定
	16.4	機器を工場出荷時設定にリセットする
	16.5	製品を再起動する
	16.6	切替時間のモニタリングを開始する
	16.7	ウェブサーバーへのアクセスを無効化する
	16.8	拡張モジュール（EM） の使用

	17	Bürkertコミュニケーターのメニュー構造
	18	試運転
	18.1	安全注意事項
	18.2	手動作動によるコミッショニング
	18.3	バルブ位置の識別表示

	19	ディスプレイ表示
	19.1	ディスプレイ表示の説明

	20	バルブマニフォールドと外部DIモジュールを組み合わせる
	20.1	自動化ソフトウェアでフィードバックソースを割り当てます
	20.2	Bürkertコミュニケーターでフィードバックソースを割り当てる
	20.3	Bürkertコミュニケーターでネットワーク構成
	20.4	büSパートナーからのエラーをディスプレイに表示する
	20.5	アシスタントによる外部DIモジュールを設定する

	21	切替時間のモニタリング機能
	21.1	具体的には何を測定するのですか？
	21.2	アクチュエータの切替時間の設定
	21.3	切り替え時間の測定を開始する
	21.4	エラーメッセージ 切替時間のモニタリング機能

	22	microSDカード
	23	バックアップバッテリー
	24	スペアパーツを交換する
	24.1	圧力センサーなしの接続モジュール
	24.2	圧力センサー付きの接続モジュール
	24.3	電子モジュール
	24.4	空圧バルブ

	25	フィールドバスゲートウェイME43の交換
	26	メンテナンス、トラブルシューティング
	26.1	安全注意事項
	26.2	制御補助空気用フィルターを交換する
	26.3	トラブルシューティング
	26.4	電子モジュールのLCディスプレイでのエラーメッセージ
	26.5	エラーコードの説明

	27	取外し
	27.1	安全注意事項

	28	アクセサリ
	29	梱包、輸送
	30	保管
	31	環境に配慮した廃棄処分


